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ハルマヘ ラ島にお け る民俗方位 の構造

吉 田 集 而*

On the Notions of Orientation in Halmahera

 Shull YOSHIDA

   This article reports on the notions of orientation among the 
Galela in North Halmahera as compared with peoples on Halmahera 
Island. the adjacent islands and Sula Island. The data was collect-
ed by the present writer in 1976. The studies on  the  notions of 
orientation among the Alfuren of West  Seram by Jensen and the 
Kedang on Lembata Island by Barnes are reexamined in the light 
of the findings of this research. 

   It is commonly said that the opposition of  'land (or mountain) 
and sea' seems to be a basic notion of orientation widely observed 
among the Austronesian speaking  peoples. This opposition is also 
used among the North Halmaheran peoples whose languages belong 
to NAN. Another basic notion of orientation is the opposition of 

 `up and down'
, which is found throughout the area from Halmahera 

to Bacan, Sula, Buru and probably Lembata. As to the particulars 

of opposition, some variation in the two basic oppositions has been 
recognized by some scholars. Moreover, the relative direction of 

 `up' usually corresponds to the south among these peoples except 
for the Ternate. In Ternate the Sultan's castle is located on the 
north side of the town, and accordingly the north may have been 
recognized as  the updirection. However, it is questionable as to 
why  'up' is widely considered as being the south. 

   The Galela employ both the relative orientation of the  'land 
and sea' and  'up and down' oppositions and the absolute orientation 
of the cardinal  points; the latter being calculated according to the 

position of the sun and the direction of the monsoon. The people, 
thus, have a double system on orientation in contrast with the 
Alfuren of West  Seram who lack the absolute orientation system. 

   The terms of orientation of the peoples in Halmahera are
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derived from pronouns of place and affixes of position and direction. 
In Galela there are 92 terms of direction and position made by 
combinations of pronouns and affixes. If the terms further com-

bined with the affix of stress are added they number 151. Thus 
from a large number of terms which seem so complicated to us the 

people can select one which is appropriate for their situation. 
   As to the way of constructing terms of direction and position 

through the combination of pronouns and affixes, two basic types 
may be distinguished in the area covered in this  study: (1) The 
Halmahera Type and (2) The Sula-Bacan Type. The former 

combines four affixes which indicate the cardinal points with 

pronouns, but the latter uses the one or two prepositions of position 
instead of affixes. The Halmahera Type can be subdivided into 

 two  : (a) the North Halmahera Type, distinguishing the four 

pronouns of direction with  'near' and  'far', and (b) the South 
Halmahera Type, which lacks such pronouns. Tha latter can be 
further subdivided into two  types  : (i) Makian Type and  (ii). Maba 
Type. In the Makian Type affixes are used as prefixes and suffixes 
interchangeably. When an affix is used as prefix it carries a mean-
ing different from that when the same affix is used as suffix. In the 
Maba Type such affixes are only used as suffixes. 

   The Sula-Bacan Type of constructing terms of direction can  he 
observed among many peoples in Austronesia, whereas the Halma-
hera Type, which is characterized by indicating such a direction as 
"heading from upward to downward on the sea" in one word  ̀ iclai'

, 
has not been found in any other areas as far as the present writer 
knows. Therefore, the Halmahera Type may be  regarded as being 
unique in the terms it uses for direction and position. It may be 

possible to speculate about Austronesian speaking  peoples  : that the 
Halmahera Type of orientation might have developed independent-
ly as a result of the peoples' lives being intimately connected with 
the sea, or that it may be the surviving part of a prototype which 
has already disappeared from the other areas. As to that matter, 
however, further investigation is necessary.
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1. は じめに

2・ ハルマヘ ラ島

3・Galela族 の民俗方位

 (1)絶 対的方位

 (2)相 対的方位

  (i)方 位 と位置

  ㈲ 付加語

 (3)方 位にかかわる語i彙

 (4)相 対的方位のあ り方

 (5)実 際の方位の用い方

 (6)民 俗方位の意味

4.ハ ルマヘ ラ島を中心 とした地方 の民俗方

  位

 (1)L,oloda族 の民俗方位

 (2)Tobaru族 の民俗方位

 (3)Tobelo族 の民 俗 方 位

 (0)Modole族 の民 俗 方 位

 (5)Ternate族 の民 俗 方 位

 (6)West Makian族 の 民俗 方 位

 (7)East Makian族 の民 俗 方 位

 (8)Maba族 の民 俗 方 位

 (9)Weda族 の 民 俗方 位

 ⑲ Patani族 の 民 俗方 位

 (1D Buli族 の民 俗 方 位

 働 Bacan族 の民 俗 方 位

 ㈲ Sanana族 の 民俗 方 位

5.民 俗 方 位 の構 造 の 類型 と語 彙

6・ 4つ の 方位 につ い て

7.お わ りに

1.は じ め に

 物事をさし示すために,あ るいは物事の移動の方向を示すために用いられる,あ る

恒常的な方向を方位という。東西南北はその代表的なものであり,広 く世界中で用い

られている。現在,私 達が用いている東西南北という方位は,道 具的には磁石できめ

ることができ,地 図的には,緯 度,経 度の方向をそれぞれ,南 北,お よび東西 と読ん

でいる。そして,そ れは,地 球上の極点を除いたどの地点においても用いることがで

きる方位としてとりあつかわれている。また,そ の方位は単に4方 向にかぎらず,そ

の中間の北東や南東などの4方 位,さ らに北北東や北北西などの8方 位を加えて16方

位として表現することができる。また,東 に6度 などと,よ り細かく正確に表現する

ことも可能である。

 このような方位は,現 在ではもっとも広 く用いられているものであり,そ れは文明

の所産としての方位である。 しか しなが ら,人 類は,こ のような方位のみを用いてい

るのではない。世界のいろいろの場所で,さ まざまの方位が用いられていた,あ るい

は用いられている。東西南北 というような方位を文明の所産としての方位とするなら

ば,そ れとは異なるさまざまの方位は文化の所産としての方位と呼ぶことができる。

この方位を民俗方位 と称 している。そ して,い ずれ民俗方位はその文化の中でよほど

重要な概念でなければ,文 明の所産としての方位を受け入れ,変 換されてしまう運命

にある。現在,世 界各地でいろいろの概念あるいは言葉が東西南北という言葉に翻訳
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さ れ あ るい は され つ つ あ る。 そ して,あ る場 合 には 適 切 に,あ る場 合 に は不適 切 に翻

訳 化 が 進 ん で い るの で あ る。

 民俗 方 位 は,先 に述 べ た ご と く文 化 的 所 産 で あ る。 民 俗 方 位 の概 念 そ の もの が 文化

的事 象 な ので あ る。 そ れ ゆ え に,民 俗 方 位 を あ つか う ことは,一 つ の文 化 的 事 象 を あ

つ か うこ と と同 じ こ とで あ る。

 民 俗 方 位 の研 究 に は,二 つ の側 面 が あ る。emicな 研 究, eticな 研 究 と表 現 して も

よ い 。一 つ の側 面 は,民 俗 方位 を用 いて 当 該 の 社会,あ る い は文 化 を分 析 し理 解 す る

こ とで あ る。 民俗 方 位 は一 般 に価 値 観 を と もな って お り,そ れ が,当 該社 会 の人 々の

思 考 や 行 動 を律 す る の に どの よ うな規 則 性 が あ るか を 明 らか にす る ことで ある。 この

よ うな 研 究 は 一般 に 「方 位 観 」 の 研究 と呼 ば れ る。

 バ リ島 にお い て は,海 の方 向をkelod,山 の方 向 をkaj a1)と 呼 ぶ 海 と山 の対 比 によ

る相 対 的 な方 位 が み られ る。 そ してkajaは 良 き方 向, kelodは 悪 しき方 向 と して の

価 値 観 を もつ 。 そ して 天 界 と 下 界,男 と女,満 月 と新 月,昼 と夜,生 と死,black

magicとwhite magicな どの一 対 の概 念 は,方 位 と して のkajaとkelodに 結 びつ

い て い る[SwELLINGREBEL l 960:37-40;倉 田1964:2-3,1965:2-4;GOVARRUBIAS

1938:260]。 バ リ島 で はkaja, kelodの 他 にkangin(右 の方 向,バ リ島 南 部 で は東

に あた る)とkauh(左 の方 向,西)の2方 位 が あ り,こ れ らに も優 劣 が つ いて い る。

バ リの 民 話 の 中 か ら,天 国 と地 獄 の あ りか を さ がす と,天 国は 山 あ るい は東 の方 向 に

あ り,地 獄 は海 あ るい は西 の方 向 に あ る[HooYKAAs l956:85-86]。 ま た,4っ の

民 俗方 位 が家 屋 敷 の 位 置,寺 院 の配 置 な ど と もかか わ って い る[倉 田1972:134-137]

し,儀 礼 の 分 析 か ら,こ れ らの4方 位 に 中心(pus駑)を 加 え た5つ の要素 が,曜 日

(バ リの暦 で は週5日),色,数,悪 魔,神,動 物0金 属 な ど と結 び つ い た世 界 観 を構 成

して い る と され て い る[BELO 1953:22-27;吉 田 1975a:32-36,1956;138-146]。

そ して,こ の よ うな方 位 観 は,日 常 生 活(た とえ ば客 を どの 方 向 に す わ らせ るか とか,

寝 る と き の頭 を どの方 向 に 向 け るか とか,さ か な を食 べ な い とか,海 で泳 が な い な ど)

社 会 組 織,民 族 性,芸 術 な どバ リの人 々の す べ て の面 に わ た って か か わ って い る と い

う[CovARRuBIAs l 938:260]。 この 著 しい 例 と して,遠 くの村 に踊 りを な らわ す た

め に子 供 を お くった と こ ろ,方 位 を見 失 い,踊 りを な ら うど こ ろか 寝 食 もで き ず,ほ

とん ど病 気 にか か った よ うな状 態 に な った 例 が あ る。 そ して,Agung山 の み え る と

こ ろま で この子 供 をつ れ て い った とき,そ の 子 供 は 「北 だ 」 と突 然 に さ け び,も との

  本論での各言語の記載は現在用い られてい る イン ドネシア語を基本 としている。 そのため,1) 

¢1はjに,jはyに, tjはcに 書 き改めている。また,オ ランダ語 表記のoeをuに 書 き

 改めている。
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            表1 中心 と4方 位 とに結 びつ く要素(バ リ)

方 位 【 悪 魔 鵬5酬 神1釧 釧 金属 国 物

kangin

(右,東)

Sang Batu
keruna manis Isuwara 白 5 銀 がち ょう

kelod

(海,南)

Sang Batu kala
Janggitan

 ・

palng Brahma 赤 9 銅 赤犬

kauh

(左,西)

Sang Batu kala

pasah
pou Mahadewa 黄 7 金 黄色子牛

 k勾a

(山,北)

Sang Batu
Langkir wage, Wisnu 黒 4 鉄 黒いヤギ

 '

pusem

(中 心)

Sang Batu

Tigasakti
klion Siwa 多色

(混色)
8 合金 多 色 の ニ

ワ ト リ

「B・.Lo,1953:27]の 表 か ら,方 位 を民 俗 方 位 に かえ,金 属,動 物 を加 えた 。 ま た数 字 は 基数

の み に した 。 方位 の()内 の東 西南 北 は,バ リ島 南 部 にお け る もので あ る 。

元 気 な状 態 に もど った と い う[BELo l935:127]。

 バ リに み られ た よ う な4方 位 と 中心 の5つ か らな る要 素 は,ジ ャ ワに お いて も,色

や 金 属,曜 日,職 業 な どの さま ざ ま の要 素 と結 び つ け て考 え られ て い る[VAN DER

KROEF 1954:854]。

 ま た,小 ス ンダ 列 島 中 のLembata島 のKedang族 にお い て も,4つ の相 対 的 方 位

が 認 め られ,こ の民 俗 方 位 が 彼 らの社 会 を理 解 す る上 で 重要 な概 念 で あ る こ とが 知 ら

れ て い る[BARNES 1974]。 さ らに,フ ィ リ ピンの ボ ッ トック族 の 方 位観 の研 究 も,

民 俗 方 位 を 用 い た神 話 の 分 析 で あ り[合 田 1976],馬 淵 の 沖 縄 を 中 心 と した神 話 の

解 析 もあ る側 面 か らみ れ ば,民 俗 方 位 の研 究 とみ る こ と もで き る[馬 淵 1974]。

 さて,こ の よ うな一 連 の方 位 観 に 関す る研 究 は,世 界 観 の研 究 と密 接 に 関係 して お

り,そ れ 故 に,非 常 に重 要 な もの で あ るが,同 時 に,そ れ故 にや や 常 套 的 な研 究 と も

いえ るで あ ろ う。 しか し,民 俗方 位 の研 究 は これ らに とど ま る もの で はな い。 た と え,

方 位 観 や 世 界 観 を と りあつ か う に して も,そ の基 礎 とな る 民俗 方 位 の あ り方 を し っか

りと把 握 して お くこと は重 要 な こ とで あ る。 い ろ い ろの 文化 の広 が りの 中で,ど の よ

うな 民 俗 方 位 が あ る のか,そ れ は ま た ど の よ うに して形 成 さ れ た もの なの か,あ る い

は人 類 に と って方 位 と は なん で あ るのか な どを 研 究 す る分 野 が あ る。 民 俗方 位 に 関す

る通 文 化 的 な 研 究 で あ る。

 Kernは,倉 田 に よれ ば 「海 の 側 と内陸 ま た は高 地 側 の 相 対 的 な方 位 感覚 を示 す 言 語

習 慣 は マ ライ ・ポ リネ シ ア族 が ま だ一 つ の民 族 か ら成 立 って い た古 い時代 に そ の起 源

を 求 めね ば な らな い ほ ど,彼 らの あ い だ に 深 く根 を お ろ して い る」 と して い る[倉 田

1972:123]。 この指 摘 は,民 俗 方 位 のEII究 の一 つ の方 向 を 示 して い る よ うに考 え られ

る。 倉 田 の イ ン ドネ シア に お け るバ リを 中心 と した8つ の言 語 で の方 位 の 検 討[倉 田
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1972:128-131] 、や,合 田 の タガ ログ 語,イ ロカ ノ語,カ リンガ語,ボ ッ トック ・イ ゴ

ロ ッ ト語 な ど多 くの フ ィ リ ピン諸 言 語 に お け る方 位 名 称 の 検討[合 田 1976:: '1]

も,オ0ス トロネ シア語 族 内 にお ける方 位 の比 較 研 究 とい え る で あ ろ う。 移 川 の高 砂

族 に お け る熟 蕃 を 含 め た10の 言 語 にお け る方 位 名称 の比 較[移 川 1940]も この 分 野

の研 究 に含 まれ る。 そ して,こ れ らの 諸 論 文 を通 して,オ0ス トロネ シア語 族 の 中 に

あ って は,海 側 と陸 側 に よ る方 位 が比 較 的 広 く分 布 して い る こ とが は っき り して きた

と と もに,こ れ らの 民 俗方 位 は太 陽,風 地 形[倉 田 1968:3-7],借 用 な ど に よ っ

て 形成 さ れ て い る こ と も明確 に な って きた 。

 さて,本 論 は,こ の よ うな分 野 に分 けた と き,そ の 比 重 は後 者 に重 くか か って い る。

ハ ル マ ヘ ラに お け る伝 統 的社 会 の変 貌 は激 し く,価 値 観 を 問 うに は適 当な社 会 で は な

い こ とが一 つ の理 由で あ るが,一 方 で は,ハ ル マ ヘ ラに お い て み られ る民 俗 方位 は,

これ ま で に 報告 さ れ た民 俗 方 位 に比 べ る と非 常 に複 雑 な構 造 を も って い る。 た だ し,

ハ ル マ ヘ ラの 民俗 方 位 は,そ れ らと異 な った レベル ー 日常生 活 の レベル ー にお い

て 重 要 な 機 能 を も って い る こ とを 書 き加 えて おか な けれ ば な らな い 。通 文 化 的 な側 面

に重 きを お くに して も,本 論 で は,直 接 に資 料 を収 集 した北 マ ル ク 州 に そ の範 囲を 限

って い る。 さ らに 広 い範 囲 に渡 って の 比 較 は,異 な った方 法 論 にお い て別 に展 開 して

み た い と考 え て い る。

 この報 告 は,昭 和51年 度 文 部 省 科 学 研 究費 補 助 金(海 外 学 術 調 査)の 「ハ ル マ ヘ ラ

島 に お け る農 耕 文 化 と言 語 の諸 類 型 の調 査 」 の 調 査報 告 の一 部 を構 成 して い る もの で

あ る。1976年9月18日 か ら12月10日 ま で,テ ル ナー テ お よ び北 部 ハル マヘ ラの ガ レ ラ

地 方 に お い て行 った調 査 資 料 に も とつ く もので あ る。

2.ハ ル マ ヘ ラ 島

 本 論 は,通 文化 的 な立 場 か ら民 俗 方 位 を と りあ げ よ う と して い るが,方 法 論 的 に は

Ethnoscience的 で あ る。 Sturtevantに よれ ば, Ethnoscienceのscienceと して の

要 素 は本 質 的 に は分 類(classification)に あ る[STURTEVANT 1964:99]。 そ して 分

類 の手 が か り は,基 本 的 に は言 葉 で あ る。HallのproxemicsやBirdwhistellの

kinesicsの よ うな 言葉 を用 い な い コ ミュニ ケ0シ ョ ンの シ ス テ ム の解 析 もあ るが,む

しろ これ らはユ ニ ー ク な研 究 と い え るで あ ろ う。

 本 論 に お いて も,言 葉 に よ って民 俗 方 位 の 分 析 を す す め る こと に な る。 そ して,分

類 す る方 法 は,基 本 的 に は成 分 分 析 法 で あ る。
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 そ のた め,ハ ル マ ヘ ラにつ いて説 明 す る と き,ハ ル マ ヘ ラの言 語 につ い て は や や詳

し く触 れて お く必 要 が あ る。

 ハ ル マ ヘ ラに お け る言 語(方 言)の 種 類 は18以 上 にの ぼ り,複 雑 な 様 相 を呈 して い

るが,大 き くは 系 統 の異 な った2つ の語 族 に 分 け られ る。 北 部 ハ ル マ ヘ ラ の言 語 は

Non-Austronesian語 族 〔略 してNANと い う〕に属 す 言 語 で, Cowanに よれ ば西 イ

リア ンの パ プ ア系 の言 語 と関連 が あ る言 語 で あ る[COWAN l957:86-91,1959:159-

161]。 北 部 ハ ル マ ヘ ラ語 族 に 含 ま れ る 言 語 は ,Galela, Tobelo, Modole, Pagu

(Isam), Loloda(Loda), Ibu, Tobaru, Wayoli(Waioli), Ternate, Tidoreな ど で

あ るfHuETING l 908b:370-411]。 そ して,最 近 のWatusekeの 研 究 に よ れ ば,

West MakianもNANに 属 す とい う[WATusEKE l 976]。

 南 部 ハ ル マヘ ラの 言 語 は,Austronesian語 族 〔略 してAN〕 に属 し, Buli, Maba,

Patani, Sawai, Weda, Gane(Gani), East Makian, Kayoaな どか らな る。 南 部 ハ

ル マ ヘ ラの言 語 に つ い て は,北 部 ハ ル マヘ ラの 言 語 ほ ど明確 に と らえ られ て お らず
,

従来 西 ニ ュー ギ ニ ア語群 の一 部 を なす イ ン ドネ シア 語 派東 イ ン ドネ シ ア語群 に属 す言

語 と考 え られ て い た[SALZNER 1960:19〕 。 しか し,崎 山 のBuli語 の 研究 に よ れ

ば,Buli語 は 重 層化 して お り,表 層 は イ ン ドネ シ ア系で あ り,基 礎 はむ しろ ポ リネ

シア系 で あ る とい う[崎 山 1973:201-222]。 そ して,「1つ の仮 設 が 許 され るな ら

ば」 と断 りなが ら,次 の よ うに い う。 「いわ ゆ るオ セ ア ニ ア語 はそ の 分 布 の過 程 に お

い て・ ハル マ ヘ ラ島 を 通 過 した の で はな か ろ うか。 現 在 のハ ル マ ヘ ラ島北 部 に 見 ら

れ るパ プ ア語 は,既 に それ 以 前 か ら この 地 に 定住 して い た 民 族 の 名 残 りで あ ろ う。」

[崎 山 1973:221-222]。 そ して,Buli語 が,ポ リネ シ ア系 あ言 語 を 基 礎 語 と して も

って い る の な らば,あ るい は他 の南 部 ハル マヘ ラの 言 語 も同様 で あ る可 能性 は き わ め

て高 い と考 え られ る。

 な お・ ハ ル マヘ ラ島 の 西南 に あ るバ チ ャ ン島 のBacan語 は, ANに 属 す る が,南

部 ハル マ ヘ ラの 言 語 とは異 な った グル ー フ。で あ り,Salznerに よれ ば,イ ン ドネ シ ア

語 派 の東 イ ン ドネ シア 語群 ス ラ ・バ チ ャ ン亜 語群 に 属 す こ とに な って い る[SAL7.NER

l960:19]。

 ハ ル マ ヘ ラ島 にお け る民族 学 的 な研 究 は言 語 を 中 心 と して い る とい って よ い。 北 ハ

ル マ ヘ ラの 言 語 の 内,Galela語 に つ い て は,辞 書[BAARDA 1895]も 文 法書tBAARDA

l908]も あ る。 これ らの著 者 で あ るBaardaはGalela地 方 のDuma村 で 宣教 師 と

して活 動 して いた の で あ る が,一 時 期,Lolodaに い た こ と もあ る。 そ して, Loloda

語 に つ いて もふ れ て い る[BAARDA I 904]。 Tobelo語 につ いて は, Huetingが,辞
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      図1 ハ ル マ ヘ ラ島 お よび そ の 周 辺 の言 語地 図

白 い部 分 は,も と もと は人が 住 ん で お らず,'後 に移 住 して き た と考 え られ る

地 方 で あ る。

この 図 はEddi Masinamboの 図 を もと に した もので あ るが, West Makian

East Makianに 分 離 した こ と, Morotai島 を 移 住 地 に した こ とな ど は,著 者

に よ る修 正 で あ る。

書[HuETING 1908a]も 文 法 書[HuETING 1936]も 著 述 して い る。 そ して ・それ だ

けで は な く,Tobelo族 の 民族 誌 を も残 して い る[HuETING 1921,1922]。 Fortgens

はTobaru族 につ いて の 著 述 が 多 く,文 法 書[FoRTGENs 1928]も 書 いて い る。

Pagu語, Modole語 につ いて は, Ellenの 簡 単 な 語 彙 の リス トが あ る にす ぎ な い
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[ELLEN lgl6a,1916b]。 南 部 ハ ル マヘ ラの 言語 で は断 片 的 資 料 を除 くとBuli語 の

比 較 的 よ くま とま った 語彙 の リス ト[MAAN 1940]と,私 は みて いな い がMaanに

よ る文 法 書2)が あ るに とど ま る。 そ して,こ こで と りあ げ よ う とす る民 俗方 位 は
,こ

れ らの辞 書 お よび 文法 書 の 中 に散 見 され る にす ぎ ない 。

 さ てハ ル マヘ ラ島 は北 緯2度30分 か ら南 緯 ユ度 に位 置 し,ほ ぼ赤 道 直 下 に あ る と い

って よい 。 面 積 は約20,000km2で 四 国 とほ ぼ 同等 で あ るが
,人 口は きわ め て少 な く,

テル ナー テ や テ ィ ドー レ,バ チ ャ ン島 な ど の人 口の 多 い 島 々 を含 めて約38万 人(1973)

で あ る 匹EIRIssA・1977:236]。 Ternate語 やTidore語 を除 くと,先 に述 べ た方 言

を 話 して い る 人 ロ はそ れ ぞ れ2～3万 人 程 度 で しか な く,さ らにTobaru語 やIbu

語 な どは 数 千 人 位 と推 定 され る。

 Gamkonora山 やMamuya山 な ど の高 山 地帯 を除 いて 全 島,熱 帯 雨 林地 帯 で あ り,

海 岸 部 に は,マ ング ロー ブ林 の発 達 して い る と ころ もあ る。 ま たKau川 流 域 は広 大

な 湿地 で,サ ゴ林 を形 成 して い る。人 間 は ほ とん ど海岸 部 に住 み,そ の た め,海 岸 線

には コ コヤ シが 多 くみ られ る。

 ハ ル マ ヘ ラで は12月 ～5月 にか けて は雨 を と もな った 北 の 季節 風 が 吹 く。 しか し,

風 向 や雨 量 は年 に よ って か な りの ば らつ きが あ る。4月 あ る いは5月 と,11月 あ る い

は12月 が,季 節 の変 り 目で あ り,8月,9月 は比 較 的規 則 正 し く南 風 が吹 き,雨 量 も

も っ と も少 な く,そ して,12月 か ら6月 まで は雨 が 多 い こ とは一 般 に い え そ うで あ る

[BARETTA  1917:11]。

 現 在 で は,コ コ ヤ シの 栽 培 が 広 くゆ きわ た りコブ ラの生 産 が重 要 な生 業 と な って い

る 。 ま た,焼 畑 に よ る陸稲,サ ツマ イモ,マ ニ オ ック,バ ナ ナな どの栽 培 が重 要 で あ

り,村 に よ って は魚 業 が 主 た る生 業 で あ る村 もあ る 。

 行 政 的 に は,ハ ル マ ヘ ラは 二 つ に 分 割 され て い る。Kabupaten Makulu U tara

Tingkat Iは, TidoreをIbu Kacamatan(郡 庁)と し,中 部 ハ ル マ ヘ ラを行 政 地 区

と して い る。 今1つ はTernateをIbu Kacamatan(郡 庁)と したKabupaten

Maluku Utara Tingkat IIが あ り,北 部 ハ ル マ ヘ ラ及 び,バ チ ャ ン,ス ラ島 な ど を

含 め た南 部 ハ ル マヘ ラを行 政地 区 と して い る。

 著 者 らが 住 み 込 ん だ村 は,Kabupaten Maluku Utara Tingkat II内1こ あ る北 部 ハ

ル マヘ ラのKacamatan Galelaに 属 す るLimau村 で あ る。 Kacamatan Galelaは
,

Galela族 の 住 む 地 区 で あ り,人 口14,083人 , Limau村 は262人 の 村 で あ る。 Galela

族 の 中 心地 は ・ 海岸 部 に あ るSoa-sio(Ibu Kacamatanの 所 在地,別 名Galela)で

2)Maan, G・,1951,Proeve van een Bulische spraakkunst, Den Haag,
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あ り,Soa-sioか ら西 方 に あ るGalela湖 周 辺 部 が も っと も人 口の 稠密 な地 区 で あ る。

そ して,Soa-sioの 海 岸 線 沿 いに北 東 に の び る半 島 の東 岸 にGalela族 の村 が 点在 し,

Galela族 の村 と して は む しろ新 しい村 々が 連 な る。 Limau村 は こう した村 々 の 申で

は も っ と も古 くか ら開 か れた 村 で あ り,Soa-sioに も っと も 近 い村(Soa-sioか ら船

外 機 つ きの船 で約1時 間)で あ る。

 Galela地 区 で は, L、imau村 は も っと も多 くの サ ゴ林 を所 有 して お り,後 背地 に

お い て焼 畑 耕 作 を行 い,沿 岸 部 にお いて 小 規 模 な漁 業 を行 って い る。 著 者 ら は,1976

年9月23日 か ら12月10日 ま で こ の村 に滞 在 し調 査 に あた った 。 ま た,テ ル ナ ー テ に お

い て,ハ ル マヘ ラ各地 の 出身 者 を対象 に して調 査 を行 った 。 い ず れ の場 合 も,主 と し

て イ ン ドネ シア 語 に よ って調 査 を行 って い る。 本 論 は,そ の 際 に得 た資 料 に も とつ く

もの で あ る。

3. Galela族 の民 俗 方 位

(1)絶 体 的 方 位

 方 位 には,絶 対 的 方 位 と相 対 的方 位 の2つ が あ る と考 え られ る。 東西 南 北 とい うの

は 絶 対 的方 位 で あ る。

 Galela族 で は 東 西 は 明 瞭 に 認 め られ て い る。 東 はoz�nge ma siz�,あ る い は

nyonyiye3)西 は0ω 侃g8初 α吻 初π あ る い はsosoruと い う。0ω 朋8θ は 「太 陽0,5珈 α

は 「の ぼ り」,dumu, sosoruは と もに 「沈 み」 の意 で あ り,東 は 「太 陽 の の ぼ り」,西

は 「太 陽 の 沈み 」 の 意 で あ る 。Galcla地 方 は 北緯2度 位 に位 置 し,ほ とん ど太 陽 の

の ぼ る位 置 は移 動 しな い とみ て よ い。 この 点 は緯 度 の高 い地 域 と は異 な る点 で あ ろ う。

た だ し,彼 等 は太 陽 の 登 る位 置 が わず か で は あ るが移 動 す る こ とを明 確 に 認 識 して い

る。

 南 北 は,東 西 ほ ど明 瞭 に認 識 さ れ て い な い。南 北 は,季 節 風 の 名称 を 用 い る。12月

か ら4月 に北 か ら吹 く季 節 風 をoμ γookore mie,6月 か ら10月 に南 か ら吹 く季節 風

をo pzro o kore saraと い う。o paroはGalela語 で 「風 」 とい う意 味で あ るが, o kore

mie, o kore saraは と もにTernate語 か らの借 用 語 で あ る。 Ternate語 でkoreは 「風 」

3)Galela語 の 表記 法 も原則 として イ ン ドネ シア語 の 表 記 法 に 従 って い る。 そ のた め, Baarda

 のjはyに,djはjに 変 え て い る。 しか し,[d]あ る い は[¢]音 は, Baardaに 従 ってdと

 し,私 達 に と って普 通 の音 で あ る[d]音 はaと 表 記 して い る。

  "o wange"の"o"は 冠 詞,加 α伽 αのmaは 英 語 のitsに 相 当 し,こ こで は 日本語 の 「の 」 に

 相 当す る。
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を 意 味 す る。 んoγ8励 は,北 か ら吹 く風 と して,普 通 「北 風」 と,ま たkore saraは 同

                                        

様 に 「南 風」 と訳 され て い る。 しか し,Ternateの 人 々に よ れ ば, kore mieは 南 へ
                 

吹 く風 で あ り,んoγ8卿 αは北 へ 吹 く風 の 意 味 で あ る と い う[BAARDA 1895:27-28]。

そ のた め,mieは 「南 」, saraは 「北 」 とい う意 味 で あ る と考 え られ る。 Galela語 で

は,o kore mie, o kore saraを 方 位 と して 受 け と り,こ れ にGalela語 の風 を 意 味 す る

o加70を つ け て,そ れ らの季 節 風 の 名称 と した と考 え られ る。す な わ ち0元 来 はGalela

語 に は南 北 を さす こ とば は な か った と考 え られ る。

 0ρα700加 γ6痂8が,北 か ら吹 く季 節 風 を さす こと は明 確 で あ る が,Okore mieは
                                                            

Ternatcの 人 々 と同 様 にkore mieか ら吹 く風 か, kore mieへ 吹 く風 な の で あ ろ うか 。

この 場 合,西 風 東 暴 を どの よ うに 表 現 す るか を 考 察 す れ ば よ い。 す なわ ち,東 風

(東か ら吹 く風)は,o paro Oω απ96〃～α1り0妙ζノ8,西風 はo paro O r.vange ma sosoruと

い う。 この例 か ら,Gatela語 で は, Tcrnate語 の よ うに 「～ へ 吹 く」 で は な く 「～

か ら吹 く」 風 で あ る こ とがわ か る。 そ うで あ る な らば,Galela族 の 人 々 に よ って は,

o kore mieは 北 をo kore saraは 南 を さす こと に な る。

 以 上 の ご と く,Galela語 の 絶 対 的方 位 は,東 西 が 太 陽 に よ って,南 北 は季 節 風 に

よ って 形 成 され て い るが,東 西 の 方位 と南 北 の方 位 の,方 位 と して の定 着 度 は 同 じで

は な い。 南 北 は先 に み た よ うに,Ternate語 か らの借 用 語 で あ り,東 西 の 方 位 に比 し

て,南 北 の 方 位 を用 い る こ とは きわ め て まれ な ことで あ る。外 観 的 には 四方 位 が存 在

す る と して も,そ の意 味す る と こ ろは 決 して 同 じで はな い の で あ る。

(2)相 対 的 方 位

   (i)方 位 と位 置

 Galela族 で は,先 に述 べ た絶 対 的 方 位 よ りは,こ れか ら述 べ よ うと して い る相 対 的

方 位 を用 い る方 が一 般 的で あ りか つ 重要 で あ る。

 Galela族 にお い て も,相 対 的 方 位 は,広 くANに 認 め られ る 「海側 の方 位 」と 「陸

側 の方 位 」 を基 本 と して い る。 そ して,海 に 向 か って 右 側 を 「上」,左 側 を 「下 」とす

る4方 位 か らな る。単 に これ だ けの こ とで あ れ ば,こ れ まで に報 告 され た 方 位 と さ し

て 変 らな い。 しか しな が ら,こ の4つ の 方 位 を基 本 と して,複 雑 な方 位 概 念 を 形 成 し

て い る。

 Galela族 の人 々が用 い る方 位 にか か わ る2,3の 例 を示 して み よ う(図2)。 今,

あ る人 が海 岸(ガ レ ラ地 方 で は,海 は東 に陸 は西 の方 向 に あ る)に いて,海 の 方 を 向

い て い る とす る。 は るか か な た の海 に1人 の 男 が船 に の って 上 方(海 に 向か って 右手
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の方)に 進 んで い る とす る と,そ の 人

はidaiに ゆ く(unaωo togi idai)と い

う。 も し,日 本 語 で い え ば,「 は るか

か な た の海 の 方 で,上 方 に 向 か って い

る」 とい わ な けれ ば な らな い 。Galela

語 で は,そ れ を 一 語 で 表現 で き る。 す

な わ ちidaiと い う。 同様 に,は る かか

な た の 上 方 に船 にの った 人 が お り,そ

の 人 が 陸 に 向か って い る とす る と,そ

の 人 はsadakttに ゆ くと い う。 ま た,

す ぐ近 くの 海 で,陸 の方 に 向か って い

る な らば,sadadeと い う。 も し,陸 の
図2 Galelaの 民俗方位の例

方 か ら,彼 の方 に 向か って や って くる と きは,kodine,上 方 か ら彼 の方 にや って くる と

き は 融 廊 融,下 方 で さ らに下 方 に 向か って い る とき は,肋 面加 とい う。

 こ こに あ げた わ ず か の例 か ら も,複 雑 な方 位 の表 現 が あ る こ とが了 解 さ れ るで あ ろ

う。 この よ うな 表 現 が 実 は100種 類 近 く もあ る ので あ る。

 さて,「idai!と い うよ うな表 現 は私達 の 日本 語 に は ない 。 しか し,そ の 意 味す る と

こ ろは理 解 で き る。 そ して,表 現 す る こ とも長 くはな るが可 能 で あ る。 私 達 の よ うに

数 語 を 用 い て表 現 す る こ と と,Galela語 の よ う に1語 で表 現 す る こと と は同 じ こと

な ので あ ろ うか 。 や は り ど こか が違 って い る。Galela語 は,方 位 に 関す る語 彙 に つ い

て は 日本 語 に比 して記 号度(codability)が 高 い と い う。 記 号 度 とい う概 念 はBrown

が 提 出 した もの で あ るが[BROWN l954],語 彙 の 分 化 密 度 や頻 用 度 と 相 関 関係 を も

って い る。 そ の語 彙 群 の分 化 密 度 が高 く,か つ 記号 度 が高 い と き,そ の語 彙 群 の頻 用

度 は高 い。 その こ とは,そ の文 化 に おい て,そ れ らの語 彙 群 にか か わ る部 分 に 関 して

の 関 心 が高 い ことを 普 通 は 示 して い る。 そ れ ゆ え,Galela族 に と って 方 位 は きわ め

て 関 心 の高 い部 分 で あ る と考 え られ る。

 と こ ろで,こ の よ う な方 位 を 分 析 す る に あた り,い ろい ろの表 現 の 中か ら,共 通す

る項 を み つ け だ し,そ れ らを集 め る こ とは一 種 の因 数 分 解 を 行 う こ と と同様 の手 続 き

で あ る。 そ こで,た と え ば,ん ψ とい う項 を と りあ げ,ん π一を もつ語 を 集 めて み る と,

次 の よ うで あ る。

kudaku:は るか か な た の 上 方 か ら こち らに向 か う

kudake:近 い 上 方 か ら こち らに 向 か う
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 肋 伽: は るか か な た の 海 の方 で,下 方 に 向 か う

 kudade:近 い海 の 方 で,下 方 に 向か う

 加 磁 加:は るか か な た の下 方 で,さ らに下 方 に 向か う

 kudahe:近 い下 方 の 位 置 か ら,さ らに下方 に 向 か う

 肋 伽 α:は るか か な た の 陸 の方 で,下 方 に 向 か う

 kudine:近 い陸 の方 の 位 置 か ら下 方 に向 か う

 kugena:す ぐ近 くか ら下 方 へ 向か う

 kunena:上 方 か らこ こへ,あ る い は こ こか ら下 方 へ

 これ らを み る とき,左 π一はす べ て,「 上 方 か ら下 方 へ」 とい う意 味 を も って い る こ と

がわ か る。 同様 に して,i一 は 「下 方 か ら上方 へ」, ko一 は,「 陸 側 か ら海 側 へ」, sa一は

「海 側 か ら陸 側 へ 」 の 意 味 を 与 え る付 加 語4》で あ る こ とが わ が る。 ま た 同様 に分 析 す

る こ とに よ って,語 幹 の 方 も図3に 示 した よ うに,方 位 と位 置 を 組 み あ わせ た場 所 を

示 す代 名詞 で あ る こ とが 明 らか に な る。

 す な わ ち,こ れ らの 場 所 の代 名詞 は,自 己を 中 心 と して,方 向 性 を もた な い手 の と

ど くほ ど近 い場 所 を 示 すnena,そ の外 側 に同 じ く方 向性 を もた な い す ぐ近 くの場 所 を

示 すgenaが あ る。 そ して,そ れ よ り も遠 方 で は,4方 向 に分 け られ,そ れ ぞ れ遠 近

で 分 け られ る8つ の 代 名詞 が あ る 。 さ き ほ どのku一 をつ けた もの を 図示 す る と図4の

よ うで あ る。

 方 位 を もつ 遠 近 の4対 の 組合 せ につ いて,上 ・下 は,語 尾 の 母 音 のu-eの 対 立,・海

・陸 で はa-eの 対 立 で あ るが ,daiは 例 外 で あ る。

図3 Galelaに おけ る空間の分割 図4 ku一 と場所の代名詞 との組合せ

4) この場合であれば接頭辞 として もよいが,後 の例にみるように,接 頭辞 としても接尾辞 とし

 て も機能することがあ り,そ れゆえにここでは,接 頭辞 ・接 尾辞をま とあて付加語 と表現する

 ことに した。
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 さて,今 海 か ら人 が こ ち らに 向 けて や って くる と き,遠 くか ら近 くの順 にそ の 表現

を な らべ る とsada.i, sadade, sagena, sanenaと い う順 に な る。 方 位 を もつ 場 所 の 代 名詞

は遠 近 に よ って 区 別 され る と述 べ た 。 しか し,そ の 基 準 を よ り 正 確 に 表 現 す れ ば,

「対象 物 が み え るか ど うか,あ る い は,対 象 物 が は っき りと識別 で き るか ど うか 」 が

区 別 点 で あ る。 た とえ ば単 に舟 影 が み え る場 合 はdai(遠 い海側)で あ るが,そ の舟

が 誰 の 舟 か あ るい は 誰 が の って い るの か が は っき りとわ か るほ ど に 近 づ い た と き,

dade(近 い海 側)と な る。

 一 方,方 位 を もた ない代 名詞 で あ るgenaとnenaの 区別 点 は,手 が とど くほ ど近 い

か ど うか に あ る。 手 が と ど くほ ど に近 い と きは,η6η α,手 は とどか な いが,声 を か け

れ ば と ど くほ ど の範 囲をgenaと い う。 と ころ が, genaと,方 位 を もつ 近 い方 の 代 名

詞(dine, dade, dake, dahe)と の 区別 点 は,そ れ ほ ど明 確 で は ない 。 genaは,声 を か け

れ ば とど くほ ど の範 囲 を外 枠 と して いた が,こ の境 目 は実 際 の場 面 で は は っき り しな

い。 ま た 明 らか に そ の 内側 で あ るに もか か わ らず,dineやdakeが 用 い られ る例 もあ

った 。genaとdineを 使 いわ け るの は,実 は遠 近 で は な く方位 性 が 強 く意識 され るか

ど うか に か か って い る。 そ の た め,遠 近 で の 境界 を 明 確 にす る こ とは で き な いの で あ

る。 た だ し,先 の例 の ご と く,dakeな ど はgenaよ りは は るか に遠 くに ま で お よん で

い る と ころか ら,は っ き り と遠 近 はつ いて い る。 そ こで,便 宜 的 に,genaの 外 側 に

dakeな どが あ る と表現 して お く ことに す る。

 以 上 の外 に,方 向を 示 す付 加 語 が つ く代 名 詞 に,doka, dokeが あ る。 doka, dokeは

自 己 とそ の 対象 物 の間 に障 害物 の あ る場 合 の 場 所 を示 す代 名詞 で あ る。障 害 物 は,陸

に お いて は川 や 山,あ る いは海 な ど,ま っす ぐ越 え るに は 困難 な もの を い う。海 で は,

岬 や 島 が そ れ に あ た る。 簡 単 に い え ば 「向 こ う側 」 とい う意味 で あ る。海 ・陸 の語 尾

の母 音 のa-e対 立 と同 時 に,向 こ う側 に お いて も α一eの 対立 に よ る一 組 の語 で あ り,

海 ・陸 と同 様 に遠 近 を示 して い る。 す なわ ち,dokaは み えな い 向 こ う側, dokeは 見

え る 向 こ う側 で あ る。

 nagaは き わ め て特 殊 な 代 名詞5)で あ り,「 す で に手 紙 や 先 に き た人 な ど に よ って く

る ことが わ か って お り,現 在 は ま だ み えて い な いが,や って きつ つ あ る」状 態 の とき

に用 い られ る。 た とえ ば,祭 な どが あ り,あ る人 が 海 の 方 向 か らま だみ えな い が や っ

て きつ つ あ るは ずで あ る と き,sanagaと い う。 そ して,も しみ え た とき は, sad.ade

とい うよ うに 変 る。

5)nagaは, Baardaに よれ ば,場 所 の不 定 の代 名 詞 と して い る[BAARDA 1895:272]。 た とえ

 ば,inagaは 「こ こか ら上 方 の ど こか へ 」 の 意で あ り,著 者 の 場合 と意 味 す る と ころ が異 な っ

 て い る。
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              表2 Galcla語 の場所の代名詞 の分類

遠        い

          一

声をかけ られ るほ どに
近い

特定の方位をもつ i方 位をもたない
手が とどかな

い
手が とどく
ほど近 い下 側1上 側 悔 側陸 側[向 こう狽1隊 ろ嘉

み え る
 (近)

dahe dake dade dine doke 一

gena nena

みえない
 (遠)

dahu daku dai dヨna doka naga

 これ らの代 名 詞 を ま とめ る と表2の よ うに な る。

   (ii)付 加 語

 す で に付 加 語 につ い てふ れ たが,こ こで は付 加 語 につ いて,ま とめ て み よ う。

 先 ほ ど の例 で は んπ一を と りあ げた 。 た砕 は上 方 か ら下 方 へ の方 向 を示 す 付 加 語 で あ

った。 これ に対 応 す る下 方 か ら上 方 へ は ゴー⑦の で あ り,海 か ら陸 へ の 方 向 は ∫〃一,陸

か ら海 へ の方 回 はko一 で あ った。

 これ らの方 向 を示 す 付 加 語 は,自 己 を 中心 と した もので は な く,こ れ らの付 加 語 に

は,自 己 に 向か うあ るい は は なれ て ゆ くとい った 意 味 を全 く含 ん で い な い こと は注 目

す る必 要 が あ る。 た とえば,あ る物 が 自 己 に上 方 か ら下 方 に か け て移 動 して ゆ くと き

(図4参 照),kudakee, kudake, kugena, kunenaと 順 に近 づ いて く るが,自 己 を通 りす ぎ

て さ らに下 方 に 向 か うと き,kunena, kugena, kudahe, kecdahu,と 変 化 して ゆ く。 方 向 に

関 して は,海 と陸 の 対 比 に よ って 決 定 さ れ た客 観 的 な もの で あ る。 そ れ故 に,海 側 の

図5 4方 位の付加語(Galela) 図6'付 加語noと の組合せ の例
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場 所 の代 名 詞 で あ るdaiやdadeにku一 とい う上 方 か ら下方 へ 向か う付 加語 を組 み 合

わす こ とが で き,海 の方 で 上 方 か ら下 方 に 向か うとい う こ とが一 言 で 表現 で きる ので

あ る。

 この よ うな 客 観 的 な方 向 を示 す 付 加語 の みで は な く,自 己 を 中心 と したno-, ka一 と

い う付 加 語 が あ る。no一 は 自 己 に 向か う付 加 語, ka一 は 自己 か らは なれ て ゆ く付 加 語

で あ るlno・ の 場合 を図6に 示 した 。 ka一 はま った く逆 の 図 に な る。 no一 は 「か ら」 と

訳 す こ とが で き る し,ka一 は 「へ 」 と訳 す こ とが で き る。 ただ し, nonenaは 「こ こへ」

kqnenaは 「こ こか ら」 と訳 され ね ば な らな い。 no一は 「ど こか らか ここへ 」 の 意味 を

含 ん で い るか らで あ る 。 同様 に 肋 一は 「こ こか ら」 の 意 味 を 含 んで い る。

 このno-, ka一 は,先 に み た4方 向 の付 加 語 の シス テ ム とは全 く別 の シ ス テ ムで あ る。

Galela語 で は,異 な った2つ の シ ステ ム を併 用 して い る とい え るで あ ろ う。

 んα一 は,実 は 先 に述 べ た意 味 に と どま らな い。 んα一 は場 所 を 示 す 付加 語 と して も機

能 す る。 上方 に あ る とい う と き,kadαkttの ご と く用 い る。

 さ らに,ka-, no一は も う一 つ別 の意 味 を も って い る。 場 所 の代 名 詞doka, dokeに 対

応 す る意 味 で,障 害 物 を こえ て ゆ くあ るい は こえ て くる意 味 で 用 い られ る。 この こ と

を 陸地 で越 え が た い河 が あ る例 で説 明 して み よ う(図7参 照)。 川 向 こ うで あ るた め,

その 向 こ う側 は み え る。 だ か らdokeを 用 い る。 も し,川 を 突 っ き って 渡 って きた と

き,そ れ はnodokeと い う。 そ して,も し海側 を ま わ って きた とき はnodade,山 側 を ま

わ って こえ て き た と き はnodineと い う。 図 の例 で は,上 方 に い る こ とに な る。 そ こで

も し,上 方 か ら下 方 へ の 意 味 を もつ付 加 語 んπ一を用 い た ときは ど うな るで あ ろ うか 。

肋 一で は川 を 越 え た こと を意 味 しな い。 単 に上 方 か ら下 方 に 向 か うに とど ま る。 そ の

た め,川 の ふ ち に下 りた い とい う意味 で しか な い 。

 肱 一 の場 合 は,こ の ま った く 逆 の こ

とに な る。kadokeと い えば,川 を こえ

て 向 こ う側 に ゆ く こと を意 味 して い る

し,肋 ぬ 鹿 は 海 側 を ま わ って ゆ くこ と

を 示 して い る。

 自 己を 中 心 と したka・ やno一 の 付 加

語 の は じめ に述 べ た意 味 の シス テ ム は,

先 の4方 位 の 付 加語 の シ ステ ムに よ っ

て ほ とん ど同 様 の表 現 をす る こ とが で

き る。 た と え ば,kudaku≒nodaku, 図7 障害物 があ るときの例
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kudake≒nodake, kudehe≒ 肋 廊舷 肋 面 勧 ≒kadahaの ご と くで あ る。 ka一 やno7は 単

には じめ の意 味 だ け しか もた な いの な らば,こ の シス テ ム は 必要 な い と いえ る(た だ

し,自 己 の方 へ,あ る い は 自 己か らは な れて ゆ くとい う意 味 を もって い るた め,ニ ュ

ア ンス と して 少 し異 な るが,結 果 的 に は ほ とん ど同 じ こ とを意 味 して い る)。 しか し,

この よ うな重 な りが,障 害 物 を 越 え て くる あ るい は越 え て ゆ くとい う意 味 をno。 や

ka一 に 持 たす ことが 可能 に な る(障 害 物 を 越 え て くる あ る いは ゆ く とい う表現 は, no一

や んα一の意 味 を よ り強 め た も ので あ る)。 また,肋 ・は 場 所 を示 す 付 加 語 と して も機 能

す る。Baardaに よれ ばno一 もka・ 同様 に場 所 を 示す とい う[BAARDA 1908:153]

が,私 の 知 る範 囲で は んα一の み しか場 所 を示 す 付 加 語 は な い。

 方 位 を もつ 場 所 の代 名詞 に つ く付 加 語 は これ だ け に と ど ま らな い 。ma一 あ る いはge一

は,そ れ らの 代 名詞 につ いて 指 示代 名詞 をつ くる。madadeは,「 海 の方 向 に あ るあ れ」

とい う意 味 で あ る し,madokeは 「向 け う側 に あ る あ れ」 を意 味 して い る。 neagenaは

イ ン ドネ シ ア語 で い うituに 対 応 し,「 そ れ」 で あ り, manenaはjni「 これ」 で あ る。

指 示 代 名詞 を つ くるma一 あ るい はge一 は,す べ て の場 所 の代 名詞 と組 み合 わ さ れ るわ

け で は ない 。daiやdina, daku, dahu, dokaな どの み え な い ほ ど遠 くの もの は,指 示 す

る ことが で きず,こ れ らと は組 み合 わ され な い。

 mage一 は その 強 調 で あ る。 magedineは 「陸 の 側 に あ る ま さ し くあ れ 」 を 意味 して い

る。 この よ うな 強調 は4つ の 方 向 の付 加 語 に もみ られ る。 それ らの 付 加語 にka一 を 付

加 した 場 合 で あ る。kai-, kaku-, kasα一, kako一 が それ らで あ る。 kakudakeは 「ま さ し く

上 方 か ら下 方 へ」 の意 味 に な る。

 ma一 にko一 を 付加 したkoma一 は 「～ と同 じ よ うに」 あ る い は 「～ と同 じ」 の意 味 を

もつ 付 加 語 で あ る。komadαheは,「 下 方 に あ るあ れ と同 じ」 あ るい は,「 下 方 の あ れ

表3 Galela語 の 付 加 語 の 分 類

方       向

場 所

指  示

客 観 的 方 向 頃 己中醐 加

単に指示
する

同 じと指
示する下→上 上→下 海 →陸 陸→海

求心的

(向こう側か らくる)

遠心的

(賑 側)

普 通 i一 ku一 sa一 ko一

no一 ka一
ka-
(nor)

ma-

(ge-)
koma_

強 調 kai一 kaku一 kasa一 kako一 mage一

Baardaに よれ ばngoを 付 加 した形 の もの が あ り,意 味 は同 じ と して い る。 す な わ ちngoi-,

ngoku-, ngosa-, ngoko-, ngono-, ngoka-, ngoge一 な どが あ る と して い る[BAARDA 1895】。

これ らは語 頭 に付 加 され る点 が 特徴 で あ る。
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と 同 じ よ う に 」 と い う意 味 で あ る 。kDmagenaは イ ン ドネ シ ア 語 のbegitu(そ の よ う

に),komanenaはbegini(こ の よ う に)と 同 じ意 味 を も つ も の で あ る 。

 こ こ に 述 べ た 付 加 語 を ま と め る と表3の よ う で あ る 。Baardaに よ れ ば,そ れ ぞ れ

の 付 加 語(ma-, kama一 を 除 い て)にngo一 を 付 加 した 形 が あ る と して い る 。 意 味 的 に は

変 らな い が,語 頭 に 付 加 す る 点 は,先 に 述 べ た も の と同 様 で あ る 。 す な わ ち,ngoi-,

ngokec'・ ngosa-, ngoko-, ngono-, ngoka。, ngoge一 の 形 が あ る と し て い る[BAARDA l 895]。

(3)方 位にかかわる語彙

 す で に述 べ た場 所 の代 名詞 と付 加 語 を組 み合 わ せ て み る と,表4の よ う にな る。 形

だ け を と って み る と,強 調 を除 いて92種 の 組合 せ が あ る こ とに な る。 も し強 調 を も含

め れば 実 に151種 の 組 合 せ が あ るbこ れ にka-, no一 の意 味 的 多 義 性 を加 えて 考 え るな

らば,き わ めて 多 数 の 組合 せ の語 が あ る とい え る。

 Galela族 の人 々 は,方 位 や 場 所 に 関す る こ とを 言 お う とす る とき,具 体 的 名 詞 を

使 わ な い とす れ ば,こ れ らの組 合 せ の 中か ら,ま さ に適 当 な もの を選 ば な け れ ば な ら

な い 。 この こ とは,彼 らが,常 に相 対 的 な 方 位 を は っき りと認 識 して い な け れば な ら

な い こ とを示 して い る。

 と こ ろが,こ の こ とは場 所 の 代 名 詞 と付 加 語 を組 み合 わせ た語 に と どま らな い。 動

詞 の レベ ル に お いて も,同 じよ うに方 位 と結 び つ い た語 が認 め られ る。

 吻6:下 方 か ら上 方 に ゆ く,の ぼ る

 加肋:上 方 か ら下 方 に ゆ く,く だ る,お りる

 hisa:海 側 か ら陸側 に ゆ く

 加融:陸 側 か ら海 側 にゆ く

 hino:く る,向 こ う側 か ら越 えて くる

表4 Galela語 の場所 の代名詞と付加語の組合せ

 ake dake daku dahe dahu dine  diva dade dai doke doka  nag  nena  gena ta

i  (kai)- + + + + + + + + +

ku  (kaku)- + + + + + + + + +

sa  (kasa)- + + + + + + + + +

ko  (kako)- + + + + + + + + +

 no- + + + + + + + + +

 ka- .+ + + + + + + + + +

ma,  ge-,
 (mage)-

 —  +  —  +  —  +  —  +  —

 koma- —  +  —  +  —  +  —  +  — ^^•
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 hika:ゆ く,向 こ う側 へ越 えて ゆ く

 また,こ れ らの 動詞 の変 形 で はあ るが,ngisa, nguku, ngokoな ど6)は,腹 立 ちな が

ら 「～ の 方 に い って しまえ!」 とい う と きに用 い られ る し,東 の方 位 を い うoze, ange

祝α妙曜 吻26の 妙o麗 ア8は,「 登 り」 を 意 味 し,こ れ もhiyeを 語 源 とす る もの で あ る。

夜 に な る と陸 か ら吹 く風 が あ り,こ れ をo lohokoと い う。 このhokoも,陸 側 か ら海

側 に ゆ くhokoを 語 源 と した もので あ る。 さ らにbola(帰 る)に も, veや,∫ α, ku, ko,

noな ど が後 につ き亀 それ ぞ れ帰 って き た方 向 を 示 す な ど,こ の よ うな 例 を さ がす な

らば まだ まだ い ろい ろの もの を見 つ け出 す こ とが で き る。

 Galela族 の 人 々に と って,方 位 は きわ め て大 切 な もの で あ る。 方 位 を は っ き り認

識 せ ず して は一 日 な り と も生 きて ゆ け ない ほ ど で あ る。

(4)相 対的方位のあり方

 この よ うなGalela族 の相 対 的方 位 は,海 と陸 の 対 比 にあ る。 しか し,も しも,陸

のみ え な い,海 の まん な か に 出 た と き は ど うす る ので あ ろ うか 。 あ る い は,海 の み え

ない 内陸 部 な ど,海 と陸 の対 比 を な く した と き,こ の 相 対 的 方位 は使 用 され な い の で

あ ろ うか。

 彼 らの答 は明 確 で あ る。太 陽 の の ぼ る方 向 を海 の方 向 とみ た て て,こ の相 対 的 方 位

を用 い るので あ る。 す な わ ち,海 側 が東,陸 側 は西 に,上 方 は南 に,下 方 は北 に一 致

させ るの で あ る。 先 に述 べ た絶 対 的 方 位 は,こ の場 面 に お い て利 用 され る。Galela族

に あ って は,絶 対 的 方 位 は相 対 的方 位 の裏 側 に か くれ て,普 通 は顕 在 化 しな い。 相 対

的方 位 を用 い る こ とが 難 し くな った とき に作 動 す る と もい え る。 しか し,こ れ は それ

ほ ど正 しい こ とで は ない 。 確 か に絶 対 的 方 位 は 相 対 的方 位 が用 い 難 い 場所 で用 い られ

るが,常 に相 対 的 方 位 の 補 助 と して用 い られ るば か りで は な いの で あ る。 陸 が 見 え な

い よ うな海 に お いて,あ るい は新 月 の夜 の海 に お いて,彼 らは東 の星(oηgoη α観 蜘,・

印 を され た星,シ リウス と推 定 され る)を 目印 に して航 行 す る。 あ るい は太 陽 の位 置

に よ って 航行 す る。 この こ とは,絶 対 的 方 位 も独 自の役 割 を も って い る こ とを物 語 っ

て い るσ

 Galela族 に あ って は,絶 対 的方 位 と相 対 的 方 位 の 二 重 の方 位 を も って い る ので あ

る。

 さ て,そ れ で はな に ゆ え に 東 の 方 向 を 海 の方 向 にみ た て る ので あ ろ うか。Galela

6)Baardaに は η9加(上 方 に い って しま え1)と い う語 はあ げ られ て い なか った 。 しか し,私

 の イ ンフ ォー マ ン トは,η9加 も この 中 に あげ て いた 。
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族 の 中心地Soa-sioは ま さ し く海 の 方 向 が東 で あ り,海 岸 線 に あ るGalela族 の村 々

は,北 西 に傾 く半 島 に点 在 し,大 筋 に お いて,海 の方 向 が東 で あ る位 置 に あ る。 勿 論,

先 に海 の方 向 が東 に一 致 す る とい う考 え 方 が あ り,そ の た めに,そ れ らが 一 致 す る場

所 に村 を つ くっ た と も考 え られ る。 しか し,少 な く と も村 々の 位 置 とは関 連 が あ る に

ちが い な い。

 で は,海 側 に 向か って,右 を上 方,左 を 下 方 とす る こと,あ るい は,南 を上 方,北

を下 方 とす る こと は,何 に よ るの で あ ろ うか 。Naidahに よれ ばテ ル ナ ー テ のス ル タ

ンに征 服 され たGalela族 は,ス ル タ ンの方 向,す な わ ちGalelaか らみ て南 の方 位

を上 方 と した と説 明 して い る[BAARDA l895:28]。 これ らに つ いて は,後 に改 めて

考 察 す る こ とに しよ う。

 海 と陸 の 方 向 が90度 あ る い は180度 ず れ て,海 の 方 向 が 北 に な った り,あ るい は西

に な った り した と き,東 西 南 北 の 方 位 にか か わ らず,海 と陸 の 対比 で 方 位 が 用 い られ

る。 そ れ故 に これ らを相 対 的 方 位 と呼 ぶ の で あ る。 東 西 南 北 の よ うな絶 対 的 方 位 が作

動 す るの は,海 と陸 の対 比 が崩 れ た と きだ けで あ る。 た だ し,180度 も変 化 す るよ う

な条 件 は,Galela地 方 には現 実 に は な い こ とに 注 意 す る必 要 が あ る。 Galelaの 相 対

的 方 位 は絶 対 的 方 位 とほ とん ど の場 合,恒 常 的 な対 応 関 係 に あ る こ とは 重要 で あ る。

 さて,上 方,下 方 は平 面 的方 位 と して あつ か って き た が,上 方,下 方 は もと もとは

平 面 的 な概 念 で は な く垂 直 的 な概 念 で あ る。 この上 ・下 とい う垂 直 的 方 向 につ いて も,

平 面 的 方 向 と同 じよ うに あ つ か わ れ る ので あ ろ うか 。

 平 面 的 に は4方 向 に四 分 され,垂 直 的 に は上 下 に二 分 され た 空間 的 移 動 は充 分 に複

雑 で あ り,同 時 に そ の ことが,こ れ ま で 調査 し著 者 が 理 解 して い た ことを 検討 で き る

よ い機 会 で あ った 。

 今,垂 直 的上 方 だ けを そ の 問題 と し

て考 え て み よ う。 垂 直 的下 方 は全 く同

様 と 考 えて よい か らで あ る。 た と え

ば,コ コヤ シや屋 根 にの ぼ る と き(図

8のa),igena(ま た はkadake)と い

われ,さ らに 上へ の ぼ る と きは ぎ伽 セ,

逆 に お りて くる と きは(図8のb),

kudakeと い わ れ る。 これ は,自 己の 真

上 の場 合 で あ った が,た と えば 山側 で

上方 に の ぼ る と きは,(図8のc),idine

図8 垂直的上方と平面的4方 向を組み合わせた

   立体的移動について
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とい わ れ る 。同 様 に海 側 な らば,冝ade,平 面 的 下 方 で な らば, idaheと いわ れ る こ とに

な る。 しか し,平 面 的 上 方 で,上 方 にの ぼ る とき は(図8のd),自 己 の上 方 に の ぼ る

と き(図8のa)と 同 様 にidakeと よば れ る こ とに な る。 こ こ にい た って イ ン フ ォー

マ ン ト達 は議 論 を は じめた。 彼 らに よれ ば,こ の よ うな表 現 は可能 で は あ るが,実 際

に使 用 され る こ とは な い との結 論 で あ った 。 次 に,自 己 の上 を,た とえ ば鳥 や 飛 行機

が 海 の 方 か ら陸 の方 に とん で い った とき(図8のe),sadake,あ るい はsadokeと 表現

され る。 後者 は,空 中 を とん で い る た め(す な わ ち,空 の 向 こ う側 の意)で あ る。 そ

して,sadakeよ り もsﾘokeの 方 が よ り適 切 な 表現 で あ る と い う。逆 に陸 か ら海 な ら

ばkodoke,下 方 か ら上 方 な らばidoke,上 方 か ら下 方 な らばkudokeと な る。 しか し,も

し海 側 で 上 方 か ら下 方 に 飛 行 機 や 鳥 が とん だ と きは(図8のf),kudadeで あ る のか

kudokeで あ るの か,あ る い はkudake.で あ るの で あ ろ うか 。 kudokeが も っ と も適 当で

は あ るが,こ れ も実 際的 使 用 法 で は な い とい う。 な らば,海 に い た鳥 が とび た ち,頭

上 の木 の 上 に とん で き た と き(図8の9),あ る い は,海 の 方 か らとん で きた 鳥 が 自分

のす ぐ近 くに お りて きた と き(図8のh)は,ど う表現 す る ので あ ろ うか 。 可 能 性 の

あ る表 現 は さま ざま あ るが,こ の よ うな斜 め の方 向 は,こ れ らの用 語 では 表現 で きな

い とい う。 も しな ん らか の表 現 をす るの な らば,sadadeが 一 番 適 当で あ る とい う。 そ

れ は,平 面 的 に と らえ て,海 の方 か ら く る とい う表 現 で あ る。 この こと は,山 を下 っ

て海 の方 向 に あ る村 に や って くる と きの 表現 を思 い 出 させ る。 す な わ ち,も し,下 る

こ とに 重点 が おか れ る とkudineと 表 現 され るは ず で あ る 。 しか し,高 低 が あ ろ うが な

か ろ うが,陸 側 か ら海 の 方 に 向か うと き は,kodineで あ る。 斜 め の方 向 は,平 面 的 に

と られ る ので あ る。 また,平 面 的 な斜 あ の方 向,た とえ ば,海 と平 面 的上 方 と の中 間

の方 向 か らこ ち らに向 か って き た と き,そ の 表現 は不 可 能 で あ り,ど ち らか の 側 に組

み込 ま れ て しま う。

 立体 的 な空 間 で,こ れ らの 表現 を検 討 して み た結 果,垂 直 的 上 ・下 が用 い られ るの

は,自 己 の真 上,真 下 だ けで あ り,そ の他 の表 現 は可能 で あ る と して も,実 際 に は使

用 され ず,ま た,doke, genaを 用 い て垂 直 的 上 ・下 と平 面 的上 ・下 の 混乱 を さ け る よ

う に使 用 さ れて お り,さ らに 平 面 的方 向 が この表現 に関 して は 中心 とな って い る こと

が 明 らか に な った 。

(5)実 際の方位 の用い方

 概念としての民俗方位のあり方はほぼ明らかになった。これを実際の地名をさして,

その用い方を検討 してみよう。次にあげる例は,海 がみえないときの方位のとり方,
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図9 Galela地 方の内陸部において(Duma村 を中心 とした場合)

お よ び,内 陸 に あ る湖 が方 位 を と る と きに な ん らの 影 響 もあ た え な いか ど うか を確 か

め るた め に行 な った もので あ った 。

 この例 は,Galela地 方 の中 心 部 で あ る内陸 部 に あ る一 村, Dumaと い う村 へ,そ

れ ぞ れ の村 か らや って くる とき,ど の よ うに表 現 す るか を聞 い た もの で あ る。

 Dumaか らみ れ ば, Soa-sioは 海 側 に あ り,か つ,は るか 遠 くに あ る 。 その た あ,

sadai(海 か ら)と 表 現 され る。 Gotalamoは,Dumaの す ぐ近 くの村 で あ り,海 側 に位

置 して い る。 そ の た め,sadadeと 表 現 され,こ の2例 は,こ れ まで 述 べ て きた構 造 か ら

推 定 され る もの と一 致 す る。 しか し,MaketeはSoa-sioと 同 様 にsadaiと い わ れ,

実 際 の方 位(北 東)か ら明 らか に海 側(東 側)に 寄 って 認識 され て い る。 さ らに 北 側 に

位 置 す るNgidihoは,下 方(北)に あ るゆ え にidahu(下 方 か ら)と 表 現 され る こ とを

考 えれ ば,sadadeに あ るGotalamoを 通 ってMaketeに ゆ くゆ え にsadaiと な る と

い う説 明 は適 切 で な い。

 Dumaの 陸 側(西)に 位 置 す るす ぐ近 くの村 で あ るDokulamoか らはkodine(陸

側 か ら)と 表現 さ れ るが,さ らに ま わ り こん だSamudaは 実 際 に は上 方(南)に 傾

い て い るに もか か わ らずkodineと 表現 され る。 ま た, Maketeか ら西 方 に入 った村

Rokoは,下 方(北)に あ るに もか か わ らず, kodinaと 陸 側(西)に あ る よ う に表現 され

る。 これ らの 例 か ら考 え る と,4方 位 は等 しい角 度 の 扇 形 に 分 け られ るの で は な く,

海 側 一山 側 の方 が,上 方 一下 方 よ りも広 い角 度 で 認 識 され て い る と思 わ れ る。 海 側 と山
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側 の方 位 は,上 方 や下 方 の方 位 よ り も強 く意 識 され て い る と い って もい い で あ ろ う。

 対 岸 に あ るBaleはnodokc,湖 をへ だて て あ るTogawaやSckiをnodokaと い うの

は,こ れ ま で の例 か ら考 えて 問 題 の な い と ころで あ る。

 しか し,こ れ らの例 か ら,湖 は 海 の か わ りに な らず,障 害 物 と して の機 能 しか もっ

て い な い こ と,ま た,海 が み えな い 内陸 部 にお い て は,北 東 か ら南 東 に 走 る山脈 を 山

側 と して い るな らば,MaketeやSamudaは そ れ ぞ れidahu, kudakeに な る はず で あ

るが,実 際 に は その よ う にな って お らず,む し ろ,太 陽 の位 置で(あ るい は星 の位 置

で)海 側 や 山側 の方 位 が きめ られ て い る と考 え られ る。

 次 に,さ らに遠 隔 の地 方 を 同様 の方 法 で きい て き た と き,ど の よ うに な るで あ ろ う

か 。 この 場 合 の 中心 地 は,Soa-sioで あ る。

 Soa-sioに とって,下 方 す な わ ち北 側 か らSoa-s三 〇 に くる(idahu)の は,著 者 の住

み 込 ん だLimauや,そ の 北 方 に あ るLalongaな ど の海 岸 線 にな らぶ村 々で あ る。

陸 側 す な わ ち西 方 よ りSoa-sioに くる の は,内 陸 部 のGalela族 の村 々を除 いて はな

い。Soa-sioか ら北 西 に のび る半 島 の西 海 岸 側 にあ るLolodaやIbu
, Tobaru族 な

どの 村 々は西 方 に は あ るが,陸 側 あ る い は西 側 か ら くる と は いわ な い 。 向 こ う側 か ら

くる(7zo40んα)と い う。一 方Kau湾 の 対 岸 に あ るLelei岬 やLolobataな ど も同様 に

海 の向 こ う側 と してnodokaが 用 い られ る。 さ らにMabaやBuli族iな どの住 む,ハ

ル マヘ ラ島 の東 南 の半 島 も同 様 にnodokaと 表 現 され る。 上方 か らす な わ ち南 側 か ら

Soa-sioに くる(kudaku)の は, TobeloやKauな ど,ハ ル マ ヘ ラ島 の北 の半 島 の東 海

岸 のSoa-sioよ り南側 の村 々で あ る。 た だ し, Mamuyaな どの海 岸 線 が北 方 に向 く

村 々 は,nodokaと いわ れ る。 さ らにWedaな ど の南 の半 島 も同 様 に 上方 か らSoa-sio

に来 る(kudaku)し,西 海 岸 の村 々 も同様 で あ り,テ ィ ドー レ島 以 南 か らバ チ ャ ン島 ま

で の島 々か ら も上 方 か ら くる。 しか し,テ ル ナー テだ けは 海 か ら くる(sadai)と い う。

 一 方,モ ロタ イ島 は ま さ し く東 側 に あ り,モ ロ タイ 島 か ら くる と き はsadaiと い う。

しか し,sadaiは モ ロ タ イ島 に 限 らな い。 は るか遠 くの ス ラ ウ ェ シ島,オ ビ島,ス ラ

島,ブ ル 島,セ ラム島 や マ ンボ ン島 も海 か ら くる とい う。 ジ ャカ ル タ や 日本 か ら も同

様 で あ る。 しか し,イ リア ン は例 外 で,遠 くで あ る に もか か わ らず,上 方 か ら くる と

い う?)。

 これ らの 関係 を地 図 上 に示 す と図10の よ うで あ る。 これ は,Galela族 に とって の 一

種 の 空 間 認 識 と考 えて も よい で あ ろ う。 この 図 は,上 方 を南 と して い る た め,普 通 の

7)Baardaも 同 様 の例 を あ げて い る[BAARDA l 895:28]。 そ の中 で, Papuaに ゆ くと きはkadaku

 (上 方 へ)と してい る。
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図10Galela(Soa-sio)か らみ た世 界 の 認識

地 図 を180度 ひ っ く りか え した形 に な って い る。彼 らに とって,上 は南 で あ るた め,

わ ざ と この よ うに した 。 この 方 が よ り彼 らの 空 間認 識 に近 い と思 わ れ る か らで あ る。

 この 図 は実 に奇 妙 な図 で あ る 。 ア ン ボ ンや ス ラ ウ ェシ は実 際 に は南 方 に あ った り西

方 に あ った りす る に もか か わ らず,海 の方 向,す な わ ち東 の方 向 に あ る こ とに な る。

しか し,こ れ を東 の方 向 と読 み か え て は い けな い の で あ ろ う。 海 の 方 向 とい うの は,

彼 らの空 間認 識 の 中で 明 確 に 位 置 づ け られ な い場合 に,用 い た方 向 な の で あ る。 ハ ル

マ ヘ ラ 島 お よび,テ ル ナー テ島 か らバ チ ャー ン島 にい た る狭 義 のモ ル ッカ 諸 島,さ ら

に イ リァ ンを 加 え た地 方 は,彼 らに と って は位 置 づ けの で き る既 知 の 土地 で あ り,そ

れ らよ り遠 隔 め地 は,位 置 づ けが で きず,実 際 にSoa-sioに や って きた 方 向,す なわ

ち,海 か らの 方 向 が,そ れ らの地 の方 向 に な って しま った の で あ ろ う。

 と こ ろが,こ の地 図 か らもわ か る よ うに,2つ の 例外 が あ る。1つ は テ ル ナ ー テで

あ る。 テ ィ ドレー 島 とテル ナ ー テ 島 は接 す る ほ ど に近 い 島 で あ る に もか か わ らず,テ

ル ナー テはsa(iaiに,テ ィ ドー レ島 か らは他 の狭 義 の モ ル ッカ諸 島 と同 じ くkudakuで

あ る。 ど う して,テ ル ナ ー テ だ け がsadaiで あ る のか を 説 明す る こ とは簡 単 な ことで

は な いが,テ ル ナ ー テの スル タ ンの遠 征 と か かわ りあい が あ るの で は な い か と現 在 は

考 えて い る。

 と も あれ,テ ル ナ ー テか らGalelaの 地 に くる と き,海 か ら くる とい うい い 方 は 重
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要 で あ る。Galela族 の上 方 が 南 で あ るの は,ス ル タ ンが南 の方 位 に あ た る テル ナ ー

テ に い るか らで あ る とい うNaidahの 説 明 と くい ちが い を みせ るか らで あ る。 も し,

彼 の い うよ うで あ れば,テ ル ナ ー テ か らはkudakuと な らな けれ ば な らな い。 Naidah

の説 は再 検 討 して み る必 要 が あ りそ うで あ る。

 も う1つ の例 外 は イ リア ンで あ る。 イ リア ン もス ラウ ェシ 島や セ ラム島,ア ンボ ン

な ど に比 して,決 して 近 い 位 置 に あ る わ けで はな い 。 そ れ に もか か わ らず,後 者 は 海

か ら(.radαi)と い い,イ リア ンは 上 方 か ら(kudal U)と い う。

 先 に述 べ た ご と く,上 方 にあ て られ て い る イ リア ンは彼 らに と って既 知 の範 囲 に入

って い る と考 え られ る。 しか も下 方 や 向 こ う側 で は な く上方 と して 組 み込 まれ て い る。

 この こ とは,Galela語 がNANに 含 ま れ る言 語 で あ り, Galela語 を含 め た北 部 ハ

ル マ ヘ ラの言 語 は,西 イ リア ンの パ プ ア 系 の 言語 で あ るVogelkOPの 言語(Moi,

Kalabra, Moraid, MadSk, Kar6n,勾amaruな ど)と 関係 が あ る との指 摘[CowAN

l957:86-91,1959:151-161]を 思 い 出 させ る。

(6)民 俗方位の意味

Galela族 の伝統的な生活を今にみることはきわめてむずかしい。現在では,コ ブ

ラなどによる現金収入が大きく生活を支え,自 給自足的な閉鎖された社会ではない。

また,か つては死亡率 も高 く,一 方で人の移動が活発であるため,伝 統的なものを引

きついでゆく力はそれほど強いものとは思われない。

 また,民 俗方位を検討するに際 して,常 にとりあげられる伝統的家屋もGalela族

の地には現在はみ られない。儀礼 らしい儀礼はわずかに残っているにすぎない。その

ため,民 俗方位を,彼 らの伝統的な生活の中でとりあげることはGalela族 の場合き

わめてむずかしいと思われる。

 数少ない儀礼の中で,民 俗方位 とかかわる儀礼がないわけではない。たとえば,焼

畑 を 開 く際 の農 耕 儀 礼 に,畑 の 中央 に

大 きな1本 の木(o gota〃ma karano,イ

ン ドネ シア語 で は,ん 妙π吻 α と い う)

が残 され る。 畑 に され る土地 の木 を切

りた お す と き,山 刀 で この 木 に切 り込

み をつ け,そ の間 に シ ョウガ を 中 心 と

した呪 薬 が は さ み こ まれ る。 そ して,

4方 向 か らこの木 に対 して 呪 文 が とな

(羽

図11呪 文をとなえる方向
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えられ,そ の後に畑になる土地にある木が切 りたおされる。まずはじめに海側か ら,

次に上方から,そ して山側から,最 後に下方か ら左回りに呪文がとなえ られる。 ζの

順序は重要な方向の順序であるという。海側か ら山側に向かう方向がもっとも重要で

あり,つ いで上方から下方に向かう方向ということである。海側が重要なのか,山 側

に向か うことが重要であるのかは不明である。また,こ の重要度その ものが,向 きに

ついて重要なのかも明らかでない。

 また,墓 地 は海岸近 くにある。村の中の海側にある。しかし,海 側が死者の方向で

あるという話や,海 に天国あるいは地獄があるというわけでもない。このように,形

而上的な場面で,こ の民俗方位を問うことはむずか しい8)。

 この民俗方位が生き生きと用いられている例を私達は,彼 らの中でみることができ

る。それは,実 用のレベルにおいてであった。

 群をなして回遊しているjurumと いう魚をとるとき,彼 らは,数 隻か ら十数隻の船

での共同作業を行 う。これ らの船の先端には,巨 大な三角網がつけられ,そ れを海中

に下 したままで魚を岸の方に追う。追いつめられた魚は,や がて,網 に突入する。そ

の瞬間に網を引きあげる。この追い込み漁業は,南 の季節風が吹 くときに,Lelei岬 に

でかけ,何 日も,'何週間も続けて行われる。Galela族 にとっては重要な漁業である。

著者 らが観察 したのは村の近 くであったためか,網 をもたない船 も,魚 を追いこむた

めに参加 していた。この魚群を追い込むとき,ま さに,こ れまで述べてきた民俗方位

が活発に用い られる。むしろ,こ の作業中ほとんど民俗方位の語だけが飛びかってい

るといってよい。 私達が 「あっちだ」「こっちだ」と叫ぶに似ている。 しか し,そ の

正確さは私達のそれらの言葉の比でないのは当然のことである。

 この民俗方位は,熱 帯降雨林の中ではほとんど機能 しない。 「はるが上方で,海 か

ら山の方向に向かって」などといった表現は,見 通 しのきかない林の中では,い かほ

どの意味をもつであろうか。この民俗方位が機能するのは,見 通 しのきく場でなけれ

8)東 部 イン ドネシアにおいては,陸(山)側 が天界,海 側 が下界 と結 びついている例が多 くあり,

 Galela族 の場合 も,同 様の概念 があったと仮定すると, Galela族 はLukum山 に流れついた

 BaongonoとNurngonoの2人 の男女か らは じまるとい う神話,0方 で海 に墓地をっ くるとい う

 事例 はその仮定 と矛盾す るもので はない。 しか し,そ れ以上の資料を もち合わせていない。ま

 た左廻 りの呪文をとなえ る儀礼 は,バ リでの吉田の右廻 り,左 廻 りの考察[吉 田1975a:35-36]

 と関係 はしてい るが,も とよ りこの問題 は複雑な もので,矛 盾な く説明す ることの難 しいもの

 である。

  著者の本論での力点 はここにはない。 それ は現地における彼 らとのかかわ りの中で,ま さし

 くこのような方位にかかわ る価値観 あるいは双分観というものが,彼 らの文化や社会 において

 重要な意味を もっとの実感がなか ったことに もとついている。 一方で,切 り方 によればいかよ' 

うにも解釈で きる双分観を安易に用いた くない という意識が強 い。 そのため,こ のような論点

 か らでな く,別 の視点か ら民俗方位を とりあげようとしているのであ る。
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ばな らな い 。Galela族 の地 に あ って は,そ の場 は海 以外 に は な い。 Galela族 の 民俗

方 位 は,単 に 海 一陸 との対 比 に お いて 方 向 が きめ られ る ゆえ に海 が 重要 で あ るだ けで

は な く,海 にお い て こそ は じめて そ の機 能 が 発 揮 で きる ので あ る。 先 に み たjπrum漁

は,そ の 典 型 的 な もので あ る。

 Galela族 の民 俗 方 位 は,き わ めて 強 く海 と結 び つ い た概 念 で あ る。海 な く して は,

この民 俗 方 位 は 成 立 しな い と考 え られ る。

 ま た,陸 側 を 示すdinaは,舳 先 も意 味 し,海 側 を示 すdaiは 船 尾 を も意 味 す る。

船 が陸 に 向か った とき,曲 先 のdina,船 尾 のdaiは,そ れ ぞれ の場 所 の代 名詞 と一 致

す る。 この こ と も,先 の点 と無 関係 な こ とで は あ るま い。

4,ハ ル マヘ ラ島を中心 とした地方の民族方位

 Galela族 の 民 俗方 位 は, Galela族 の み に み とめ られ る もの な の で あ ろ うか 。 あ る

い は,も っ と広 い範 囲 に お いて み とめ られ る もの な ので あ ろ うか 。比 較 の範 囲 を ハル

マ ヘ ラ島 か ら狭 義 の モル ッカ諸 島,そ して ス ラ島 に まで 広 げ て,そ れ ぞれ の民 俗 方位

を 検 討 して み る こと に し よ う。 これ らの 内,北 部 ハ ル マ ヘ ラ語 族 に 属 す るLoloda,

Tobaru, TobeloはGalela地 方 のDuma村 に移 住 して きた 人 々を対 象 と して 得 た

資 料 で あ り,南 部 ハル マ ヘ ラ語群 に属 すMabaに つ い て は,同 じ くGalela地 方 の

Limau村 に移 住,な い し寄 留 して い た人 々 を対 象 と して得 た資 料 で あ る。 Ternate

は,テ ル ナ ー テで,北 ハ ル マ ヘ ラ語 族 に属 すWest Makianお よ び他 の南 部 ハ ル マヘ

ラ語 群 に 属 すEast Makian, Weda, Patani,そ れ に ス ラ ・バ チ ャ ン 語 群 に 属 す

Bacan, Sananaは,テ ル ナ ー テ に移 住 して きた 人 々 を対 象 と して い る。 Ternateを

除 いて はそ れ ぞ れ の現 地 で の調 査 で は な い た め,ま た 比較 的 短 期 間 の 調 査 で あ ったた

め,Galela族 で得 た ほ ど の精 度 は も とよ り もとめ よ う もない が,比 較 資 料 と して は

充 分 に使 え る資 料 で あ る と考 え て い る。

 次 に,各 言 語(方 言)に つ い て 中 心 とな る イ ンフ ォー マ ン トを掲 げて お く。

Loloda: Ada Nusa(28才,男), Duma村 在 住 。

Tobaru: Martinus Laike(45才,男), Duma村 在 住 。

Tobelo: Albert Saibaka(49才,男), Tobeloか らDuma村 の 中 学 校 の 先 生

     と して,赴 任 中 。

Maba: L. H. Asar(45才,男), Limau村 に 寄 留 中 。

Ternate: Hi, S. Ra(ljilaen(約50才,男), Ternate在 住 。

463



国立民族学博物館研究報告  2巻3号

Makian:L. Radiiloen(約45才,男), Ternate在 住 。

Patani: Aisah Abdulrajak(18才,女), Ternate在 住 。

Wcda: Mohammad Dji-Hoesin(56才,男), Ternate在 住 。

Bacan: Nova Soplantia(36才,女), Ternate在 住 。

Sanana:Hi. Abdal Wahab(55才,男), Ternate在 住 。

 (1)Loloda族 の 民 俗 方 位

 Loloda族 はGalela族 の西 方 の 山 の 向 こ う側 に住 む人 々で あ る。 そ の た め,海 は西

方 に,陸 は東 方 に あ る こ とに な り,海,陸 の方 向 はGalela族 とは 正 反対 の方 向 に な

る。

 さて,Loloda族 の 民俗 方 位 は,基 本 的 に はGalela族 の そ れ と同 じで あ る。

 海 側 をdai,陸 側 をdina,上 方 をdaku,下 方 をdaeckと い う。Ga】ela族 の下 方 のdahu

が 伽 厩 とわ ず か に異 な る にす ぎな い 。 しか し,そ れ ぞ れ の近 い海 側,近 い陸 側 な ど

は,語 頭 にme一 をつ け る こ とに よ って 区 別 さ れ る。 す な わ ち, medauk, medake, medai,

medineと な る。 medake,〃medineは 語 尾 の母 音 がGalelaの 場 合 の よ うに変 化 して い る。

この 膨 一は 「す で に あ る」 の 意 で あ り,場 所 の代 名詞 の語 頭 につ く とき,「 近 くの」の

意 に な る。 向 こう側 に あ た るdoka, dokeはLolodaで はdoka, medokeと な る。 た だ し,

dekaが 付 加 語 と組 み合 わ さ れ る と き は, dokamと な る。

 「こ こ」,「そ こ」 に 対応 す る語 は,menena, menegeと,や は りme一 が 付 加 され て い

る。

 「や って きつ つ あ る」 とい う意 味 のnagaも,同 形 でLolodaに も認 め られ る。

 一 方,方 向 を示 す 付 加 語 は,Galelaの 場 合 と異 な って,語 尾 に つ く。下 方 か ら上

方 へ は 吻8,上 方 か ら下 方 へ は 一ttkti,海側 か ら陸 側 へ は 一isa,陸 側 か ら海 側 へ は 一〇ko

が付 加 され る。 下 方 のdaukに 付 加 され た 形 を 示 す と,4α 納 膨, daukuku, dauki・ga,

表5 Lolodaに お ける場所の代名詞 の分類

            遠       い            近   い

        特定の方位をもつ       方位をもたない

    下 上 海 陸 向こう側 纂 慧 羅 ど 著がとど

近 いmedauk medake  medai  medine medoke  -

                                  menege menena

遠 い dauk  daku   dai  dina  doka  naga

一
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表6Lolodaに お け る 民 俗 方 位 の 組 合 せ 表

 付      ,        方       向             場  所      指     示
 加 

語       客 観 的 方 向         自己中心的方向           単 に 指 示 ・  同じを指示

場所の  下一上1上 一下 海一陸 陸一海 求心的 遠心的 原 形 物  人 k_
代名詞  一iy・ -uk・  -i・a  -・k・ -i・・ (-ik・)    m・-m・m認a

dauk         十        十        十        十        十        十        十        一        一    1   十

medauk    十     十     十     十     十     十     十     十     十     十

daku         十      dakuku      十        十        十        十        十        _        _        十

medake    十     十     十     十     十     十     十     十     十     十

da量        daiye     daiku      daisa       十       daino     (daika)      十        一        一        十

medai   medaiye  medaiku  medaisa    十   medaino  (medaika)   十     十     十     十

dina          十         十         十         十         十         十         十         一         一         十

medine    十     十     十     十     十     十     十 1   十     十     十

d・k・ d・㎞㎡ ・・ld?㎞ 曲d・k・mi・a d・k・m・k・d・k・mi・ ・(d・k・mik・) +  一  一  +

medoke    十     十     十     十     十     十     十     十     十     十

naga          十         十         十         十         一         一         一         一         一         十

menege    十 .    十     十     十    negeino  (negeika)  negeoka    十     十     十

menena    十     十  ・  十     ÷    neinO・  (neika)   neOka    十     十     十
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daukokaと な る。 こち らに 向 か う とい う求 心 の付 加 語 は 一inoを 用 い る。 聞 き も ら して

い るが,あ ち らに向 か う とい う遠 心 の 付 加 語 は恐 ら く 一ikaで あ ろ うと思 わ れ る。「そ

れ 」 や 「あ れ」 と指 示 を示 す 場 合 は,近 い場 所 の代 名 詞 しか な い が,meをmaに 変

化 さ せ る。madauk, madake, madai, madine, madokeと な る。「これ」,「そ れ」 も同 様 に

manena, manegeと な る。 しか し,こ れ らは物 を 指 示 す る場 合 に しか用 い られ ず
,人 を

指示 す る場 合 は,語 尾 に さ らに 一〇kaを 付 加 す る。 た とえ ばmadineokaと す る。 指示

す る場 合 に,こ の よ うに物 と人 とを 区別 す る こ とは,Galelaに は なか った ことで あ

る。 「あ れ と同 じ」 と指 示 す る場 合 は,語 尾 で は な く語 頭 にkoma一 をつ け る。 この場

合,物 と人 の 区別 は な され て い な い 。

 方 位 を もた な い近 くの場 所 の 代 名 詞 の 場合 は,少 し異 な った変 化 が み られ る。方 向

の付 加 語 と組 み合 わ され る と きは,menege(そ こ), menena(こ こ)が 用 い られ,近 くを

示 すme一 が付 加 され て い るが,求 心 的,お よび遠 心的 付 加 語 に は, yne一は 用 い られず,

negetno, neanoと な る。 neinoはnenainoの 省 略 形 と考 え て よい 。物 の指 示代 名 詞 と して

は,manegeとmanenaが あ り,人 の 指 示 に は, manegeoka, maneokaが 用 い られ る。

maneokaもmanenaokaの 省 略 形 で あ り, nenaの``na"は 省 略 さ れ る 傾 向が 強 い 。「～

と同 じ」 と指 示 す る と き はkomanege, komanenaが 用 い られ,こ れ は他 の 場合 と同 じで

あ る。 単 に 「そ こ」,「こ こ」 と して場 所 を示 す と きは,他 の場 所 の 代 名詞 は原 形 が用

い られ るの に対 して,こ れ らに は 一〇kaが 接 尾 され, negeoka, neokaと な る。-okaは,

人 を 指 示 す る とき に用 い られ た 付加 語 で あ る とす れ ば,こ れ は や や 奇妙 な こ とで あ る。

この 点 は後 に少 しふ れ な くて は な らない 。

 さて,Lolodaで は,内 陸 部 あ るい は 陸 のみ え な い海上 で は, Galelaと 同様 に特 定

の方 位 と結 びつ い て,規 定 され て い る。陸 側 のdinaが 東 に,海 側 のdaiが 西 で あ る

こ とは 明瞭 で あ る。Galelaに お い て は,海 に向 か って 右側 が上 方 のdakuで あ った 。

と ころ が,Lolodaで は,右 側 が 下 方 のdaukと な り,上 方 ・下 方 は,海 に 向か って 右

側 あ る い は左 側 と して きめ られ て い るの で は な い ことが わ か る 。上 方 ・下 方 は,そ の

よ うな相 対 的 方 位 に よ づて 決 め られ るの で は な く,絶 対 方 位 と して の南 北 に よ って決

め られて い る と推 測 され る。Lolodaの 上方dakuは, Galelaの 上 方dakuと 同 様 に

と もに南 を さ して い るの で あ る。

(2)Tobaru族 の民俗方 位

 Tobaru族 はLoloda族 と同様 に北 部 ハ ル マ ヘ ラのGalela族 と は反 対 側 に あ た る

西 海 岸 部 の,1コoloda族 よ りは南 方 に住 む人 々で あ る。
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 まずTobaru族 の民 俗 方 位 の 例 を あ

げ て み よ う。 海 側 か ら陸 側 に向 か う と

き,遠 くの海 側 か らの とき はdaisa,近

くの海 側 の とき はdaingisaと い う。 同

時 に他 の方 位 に お いて も遠 近,2つ の

表 現 が あ りdinaokeとdinangoko, daui e

とdaungiJ,e, dakukuとdukungukuの ご

と くで あ る。 これ は2通 り に解釈 で き

る。 す な わ ち,場 所 の 代 名 詞 に遠 近 の

2種 が あ り(例,daiとdaing),方 向
図12Tobaruの 民 俗 方 位 の例

の 付 加 語 に は遠 近 はな い。 あ る い は,場 所 の代 名詞 に は遠 近 の2種 は な く,方 向 の 付

加 語 に遠 近 の2種(例,isaとngisa)が あ る とす る解 釈 で あ る。 Lolodaで み たよ う

に場 所 を示 す とき,原 形 で用 い られ るの で あ れ ば ど ち らの 解 釈 が適 当 で あ るか の 判 断

が で き る。 と ころが,場 所 を示 す 場 合 はdaika, daingikaの ご と くな り,こ れ に よ って

判 断 す る こ とがで きな い 。

 そ れ ゆ え に,こ れ らの例 か ら,た だ ちに い ず れ の解 釈 が適 当で あ るか を判 断 す る こ

とは で きな い。 そ こで,形 態 的 に理 解 しや す い後 者 の解 釈 を こ こで は と って お き,先

に進 む こ とに しよ う。 す な わ ち,場 所 の 代 名 詞 と して,海 側 にはdai,陸 側 に はdina,

上 方 はdakec,下 方 はdauの4つ の代 名詞 が あ る。 そ して,向 こ う側 に あた るdoka,お

よび や って き つ つ あ る とい うnagaが あ る。

 付 加 語 に は,遠 近2種 が あ り,近 い場 所 で の方 向 を示 す 付 加 語 は,遠 い場 所 で の 方

向 を 示 す 付 加語 に"ng"を 加 え た もの で あ る。 下 方 か ら上 方 へ は,吻 と ηg加,上 方

か ら下 方 へ は,ukuとnguku,海 側 か ら山側 へ は, isaとngisa,山 側 か ら海 側 へ は,

okoとngokoが あ る。

 Tobaruに は,求 心 的 ・遠 心 的 な付 加 語 も同 様 に み られ,前 者 は 一inoと 一ngino,後

者 は 一ikaと 一ngikaで あ る。

 場 所 を指 示 す る とき は,-ikaと 一ngikaが 用 い られ る。

 指 示代 名詞 と して は,-edaを 付 加 す る。 daueda, daieda, dinaedaの ご と くで あ る 。

あ れ と同 じと指 示 す る と き は,語 頭 に さ らにko一 を付 加 す る。 kodakuedaの ご と くで

あ る。

 4方 位 の場 所 につ い て は,ほ とん ど規 則通 りに付 加 され るが,方 位 を もた な い近 い

場 所 の代 名詞 につ い て は,少 し変 則 的 で あ る。
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表7 Tobaruに おける民俗方位の組み合 わせ表

  場所 の代名詞

'付 加 語

遠    い ,

噌

 近   い

特定の方位をもつ 方位をもたない
手が とど
かない

手が とどく

上 下 海 陸 唱
向こう
側

や って き
つつある

dau daku "ai dina doka naga ge ne

方
 
 
 
 
 
 ・

向

客

観

的

方

向

下馳↓

上

遠 iye 十 十 十 十 十 十 一 一

近
9

nglye 十 十 十 十 十 層一

・        0

91nglye
9       0

mnglye

上
↓
下

遠 uku 十 十 十 十 十 十  '
一 一

近 ρguku 十 十 十 十 十 一 gunguku mmguku

海
↓

陸

遠 isa 十 十 十 +1+ 十 一 一

近
・

nglsa 十 +1■+ 十 二 ●        ・

91nglsa
●        9

nlnglsa

陸
↓'海

遠 ・ oko・ 十 十 十 十 十 十 一 一

近 n9・k・ 十 十 十 十 十 一 gongoko nongoko

自
己
中
心 .的

方
向

求
心 ・

的

遠 lno 十 十 十 十 十 十 genano
一

近
o

nglno 十 十 十 十 十 一 一
●     -  ●

nlnglno

遠
心
的

遠 ika 十 十 十 十 十 十 9。n。k。1-
  1

近 ngika 十 十 十 』 十 十 一 一 一

場  所
遠 ika ・ 十 十

 「

十 十 十 一 geda
一

一

近 ngika 十 十 十 十 十 一 一
neda

nangoka

指 示
単に指示 eda 十 十 十 十 十 一 「

geena neena

同じを指
示

・ko
十 十 十 十 十 一 kogeena kgneena

 「そ と」1「こ こ」 に あ た る場 所 の代 名詞 はge, neで あ る。 これ らに,方 向 の付 加 語

を つ け る こと,gingZ:γe,毎 ㎎'参,6やg・ecnguku, nasnguka, gongoko, nengoko, gingisa, ningisa

の よ うに母 音 がconcordanceを 起 す 。求 心 的 ・遠 心 的 な付 加 語 がneと 組 み合 わ され

る場合 はninginoとconcordanceを 起 す が, geの 場 合 はgenano, genakaと な る。 ただ

し,遠 心 的 な付 加 語 と しての 漉g惚 は存在 しな い。(「 こ こか らこ こへ 」 の 意 味 に な

るた め)。 「そ こ」 とい う とき はgenakaで はな ぐgedaが 用 い られ る。 それ に対応 す る

「こ こ」 とい うと きは πα勉 が用 い られ,ま た 痂㎎ 伽 で は な くて πα㎎り紘 とい うい い

方 も あ る。okaは,い わ ゆ る 「過 去 」を示 す付 加 語 で あ るが[FoRTGENs l928:383],

nangokaは 「こ こに」 の意 で 用 い られ る。 edaは 指示 の付 加 語 で は あ るが, neda, geda

は指 示 よ り もむ し ろ場 所 を示 し,「 こ こ に」,「そ こに 」 の 意 で あ り,指 示 を 示 す語 は,
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neena, geenaが 用 い られ る。 そ して,同 じ と指 示 す る と きはkoneena, kogeenaが 用 い ら

れ る(koneda, kogedaも 可 能 で あ る)。

 Tobaruで は近 い場 所 の 代 名 詞ge, neは 付加 語 と不 規 則 な組 み合 わせ 方 を す るが,

基 本 的 に はLoloda及 びGalelaと は同 じ と考 え られ る。

 ま た,Lolodaで の場 合 と 同様 に,海 と陸 の 対 比 が見 失 わ れ た と きは海 側daiは 西

に,陸 側dinaは 東 に,上 方dakecは 南 に,下 方dauは 北 に一 致 す る よ うに と られ る。

(3)Tobelo族 の民 俗方位

 Tobelo族 は,北 部 ハ ル マ ヘ ラの東 海 岸 のGalela族 よ りは南 む住 む 人 々で あ る。

恐 らく,Tobelo族 は東 海 岸 側 で は も っ と も多 い入 口を か か えて お り,ま た も っ と も

活発 にハ ル マ ヘ ラ各地 に移 動 して い る人 々で あ ろ う。

 Tobelo族 の民 俗 方 位 の 例 を 図13に

示 したが,Galelaと 同様 に4方 位 に

遠 近 の2種 が あ る こ とは明 瞭 で あ る。

しか し,Tobaruで み た よ うに,形 態

的 に分 離 す る と,場 所 の代 名 詞 に遠 近

の2種(た と えば 海 側 で はdaiとdane),

方 向 の 付 加 語 に も遠 近 の2種(た とえ

ば海 側 か ら陸 側 へ はihaとngiha)が

あ る こ とに な る。 も し,そ れ ぞ れ に独

立 して2種 の代 名詞 ・付 加 語 が あ る の

図13Tobeloの 民俗 方 位 の 例

で あ れ ば,4種 の遠 近 が表 現 で き る こ とに な る。 しか し,実 際 に は,GalelaやTobaru

で み た の と同様 に遠 近2種 の 区別 が あ るに す ぎな い。

 この点 に 関 して,Hueting9)の 辞 書 は一 つ の可 能 性 を考 え させ る。 Huetingに よれ

ば,近 い場 所 の代 名 詞 のdae, dane, dine, doke(dakeに は な い が)に 対 してdaena,

danena,ご痂6ηα, dokenaを あ げて い る[HuETING l908a]。 この語 尾 の``ena"は 中性 の

人称 代 名詞``enanga"の 省 略 形 で あ る[HりETING l908a]。 「こ こ」,「そ こ」 を 示 す

代 名詞nenanga, genangaの``enanga"と 基 本 的 に同 じ もので あ る。 この 中性 の 人 称代

名詞 を語 尾 に つ け る こ とに よ って 「近 い場 所」 を示 す よ うに な った ので はな い で あ ろ

うか 。 あ る い は,``enanga"そ れ 自身 に 「近 い 」 の意 味 が あ るの か も しれ な い。 い ず

れ にせ よ,daenaは, dauに``enanga"が 付 加 してdaenangaが 成 立 し,``nga"が 省略 さ

9)Tobelo語 の記 載 法 はHuetingに 従 って い る 。λは,1とdの 中間 の音 で あ る[HuETING 1908:5]。
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れ てdaena,さ らに``na"が 省 略 され て 単 にdaeと な った ので あ ろ う と推 測 され る。

そ してdaenangaに 方 向 の付 属語,た とえばukuが つ きdaenangukuが で き,そ れ か ら

"n
a"が 脱落 して, daengukuが で きた もの と考 え られ る。 この推 測 が 正 し け れ ば 方

向 を示 す付 加 語 に遠 近2種 が あ るの で は な い こ とに な る。 そ して,こ の よ うに考 え る

こ とに よ って は じめて,現 実 のTobeloの 民 俗 方 位 の構 造 を理 論 的 に説 明 す る ことが

で き る。

 しか し,も と も との形 は そ うで あ った と して も,現 在 あ るTobclo語 で はた とえ ば,

ukuとngukuと い う2種 の付 加 語 が あ る と考 え た方 が 説 明 は容 易 で あ る。 とい うの

は,Tobelo語 で 付加 語 は語 尾 につ くの が普 通 で あ るが,時 に語 頭 につ くこ とが あ る。

た とえ ばngokadina(陸 側 に 陸 の 方へ), ngukudaku(上 方 か ら下 方 へ)の よ うな場 合

が あ り,こ れ らはngeka-dina, nguku-dakuと 分離 す る よ り方 法 は な い。 またGalela

語 に おい て も,よ く似 た 形 が あ る。 それ ぞ れ の 付 加語 にngoと つ けた 場合 で あ る。

ngoku, ngosa, ngoko, ngono, ngokaな どが そ れで あ るが,こ れ らはTobelo語 のnguku,

ngiha, ngoko, ngino, ngikaに 対 応 す る もので あ ろ う。

 た だ し,TobeloやTobaruに おい て,付 加 語 に遠 近 の2種 が あ った と して も,そ

の 表現 す る こ との 内 容 は,GalelaやLolodaと 本 質 的 に は何 も変 らな い こ とは 強調

して おか な けれ ば な らな いで あ ろ う。

 Tobeloに お いて も求 心 的 ・遠 心 的 な 付 加語 が あ り,そ れぞ れ, inoとngino, ika

と ηg魏αが 用 い られ る。 そ して,場 所 を示 す と きは そ の 原 形 あ る い はoka, ngokaが 用

い られ る。 た だ し,gena, nenaは 原 形 を用 いず,常 にngnkaが 付 加 さ れ た形 で 用 い ら

れ る。oka(ngoka)は 元 来,過 去 を示 す 付 加 語 で あ るが, Tobeloで は 明確 に場 所 を 示

す と きに はokaが 用 い られ る。 そ して, g8πα, nenaは 常 にngokaを と もな って お り,

Tobaruのnangoka, Lolod aのnegeoka, neokaと 対 を な した もの と考 え られ る。 また ・

Tobeioのika, okaはGalelaで はkaと な り区 別 され な い。 そ のた め, Galclaの 場

所 を示 すkaは, Tobeloのo紘 に 対応 した もの と考 え る こ と もで き る。一 方, Tobaru

の場 合 を見 る と,場 所 を示 す と きはikaが 用 い られ て お り, Galelaのkaは 遠 心 的 付

加 語 の転 用 と も考 え られ る。 そ れ ゆ え,Galelaの 場 所 を 示すkaは,過 去 の付 加 語 か

らの 転用 か,あ るい は遠 心 的付 加 語 の転 用 か を現 在 の段 階 で は きめ る こと はで き な い。

 さ らに,「 同 じ」 と指示 す る付 加語 も,gena, nenaの み に付 加 し, koge�⑱0κogθ 一

nanga), konena(kokonenanga)し か な い 。

 な お,Tobeloで は 東西 南 北 は それ ぞ れoω αη98 ma妙o卿 θ, oω 侃9θ 〃2αhohor, o

kore har�, o kore mieと い う。 そ して,南 が 上 方 と一 致 す るはGalelaと 同様 で あ る。

470



表8Tobeloに お け る 民 俗 方 位 の 組 合 せ 表

   場所の代名詞.

付 加 語

遠            い 近    い
特定の方位をもつ 方位を もたない

手が とどかない 手寿塁 どく下 上 海 陸 向こう側 やって きつつある

遠

dau

近 遠 近 遠 近 遠

dina
近 遠 近 naga gena nena

dae daku dakc dai dane
'
dine doka doke

方
 
 
 
 
 
 
 向

客

観

的

方

向

下
↓
上

遠 iλe 十* 一 十 一
十**

一 十 } 十 一 十 一 一

近 ngiλe 一 十 一 +1-
  

十 一 十 』 十 一 十 十

上
↓
下

.遠
uku 十* 一 十傘* 一 十 一 十 } 十 一 十 一 一

近 nguku 一 十 } 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十

海
↓

陸

遠 iha 十* 一 十 一 十** 一 十 一 十 一 十 一 一

近 ngiha 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十

陸
↓

海

遠 oko 十* 一 十 一 十 一 十 } 十 一 十 一 一

近 ngoko 一 十 『 十 一 十 一 十 一 十 『 十 十

自
己
中
心
的方

向

求
心
的

遠 ino 十* 一 十 一
十**

一 十 一 十 一 } 『 一

近
■

nglno 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 『 十 十

遠
心
的

遠 ika 十* 一 十 一 十** 一 十 一 十 一 一 一 一

近 ngika 一 十 一 十 『 十 一 十 一 十 一 十 十

場  所

原   形 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一

遠 oka 十 一 十 一 十 一 十 一 十 『 一 一 『

近 ngoka 一 十 『 十 『 十 一 十 『 十 一 genangoka nenangoka

指 示
単に指示

■ 一 一 一 一 一 『 一 { 一 一 一 一 gena nena

票じを判k・
一 一 『 一 一 一 一 一 一

} 一 十 十

*dauは , daukと して組 み合 わ され る **同 母音が重なるときは
,そ の一つを省略する
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(4)Modole族 の民俗方 位

Modole及 びPaguはNANに 属 し, Tobeloと 接 して い る。 Modoleは 山地 民 で,

海 とか か わ りの あ る これ らの民 俗 方 位 が どの よ うな形 で あ るか は 興 味 の あ る と ころ で

あ るが,私 自身 の資 料 は も ち合 わ せ て い ない 。Modoleお よ びPaguに つ いて はEllen

の集 め た語 彙 集 「ELLEN l916a,1916b]が あ る。 そ れ か ら,関 係 あ る部 分 を と り

出 し,少 し く検 討 して み る 。[]内 はTobelo語 を示 す 。

Modole語 で は:

  da'u[daku]上 方 あ るい は 南 方

  daue[daena]下 方 の こ こ

  do'ango'o[dokengoko]海 のか な たへ

  do'angu'u[dokenguku]北 方 のか な たへ

  do'angiye[dokengiAe]南 方 の か な たへ

  do'ai'a[dokaika]か な たへ

  `ado'a[kadoka]か なた に

  g6ησ,σ[genangika]そ こに

  genade[genangide]上 方 へ

 Pagu語 で は:

  40んφα[dokena]遠 くな い そ こに

  neena[nenanga]こ こ,今 日,こ れ

Paguで は2語 しか み られず,資 料 と して は余 りに少 なす ぎ る。そ の た め, Modole

につ いて の み検 討 して み よ う。

 Modoleの 場合 の代 名詞 と して は, da'u,伽 θ, do'a, genaの4つ が み られ る。 付 加

語 と して は,η80'o,㎎ ぬ.ngiye,`a, deの5種 が み られ る。 付 加 語 に つ いて は,πgo'o

に薄 応 す るngiha(陸 の 方 へ),`0に 対 応 す る求 心的 な付 加 語noが あ るので あ ろ う こ

とが推 定 され る。 な お,Ellenのgenade[genangide]は 正 し くはgenaiye[98π αη9乞λθ]

で は な いか と思 わ れ る。

Modoleの 住 む地 域 はKau川 の上 流 で あ り, Kau川 は北 か ら南 に向 け て流 れ て い

る。 それ ゆ え,上 ・下 が 川 上 ・川 下 に 対応 す る ので あれ ば,上 方 が 北 にな る はず で あ

る。 と こ ろが,da'uは,上 方 で あ る と と もに南 方 で もあ る 。上 ・下 は川 の流 れ とか か

わ りな く設定 され て い る と考 え られ る。 この こ とは,海 と陸 の 対 置 を川 上 ・川 下 に お

き か えた の で もな け れ ば,上 と下 の対 置 を川 上 ・川下 に合 わ して い るの で もな い。 む
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しろ,Tobeloな ど と同様 の概 念 がModoleに もみ られ る こ とを物 語 って い る。

それ に して も,海 側 や陸 側 の代 名詞 が み られ ず,む しろ,dokaに 対応 す る 「向 こ

う側,か な た 」 の例 が 多 く採 集 されて い る こ とは,興 味深 い こ とで あ る。

(5)Ternate族 の 民 俗 方 位

 Ternateは,ハ ル マ ヘ ラ島 の西 方 に あ る小 さな テ ル ナ ー テ島 を 中 心 と して住 ん で い

る人 々で あ り,ハ ル マ ヘ ラ島,曜狭 義 の モル ッカ 諸 島 中 で は もっ と も早 くか ら開 けた と

ころで あ る。 マ レー語 も同 様 に早 くか ら入 り込 み,Ternate語 と と もに用 い られ て い

た と思 わ れ る。 マゼ ラ ンの航 海 記 の中 に,Ternateで 採 集 した 語彙 が あ げ られ て い る

が[ピ ガ フ ェ ッタ 1955:633-646],そ のほ とん ど は マ レー語 で あ る。

 15世 紀 頃 に は イ ス ラ ム教徒 は テル ナー テ島 に入 りは じめ,ス ル タ ンを主 と した 王 国

を形 成 して い た と考 え られ る。 た だ し,テ ル ナ ー テ に だ け スル タ ンが い た ので は な く,

とな りの 島 の テ ィ ドー レ島に もス ル タ ンが い た し,バ チ ャー ン島 に もい た。 そ して,

ハ ル マ ヘ ラ島 の ジ ャイ ロ ロ に もス ル タ ンが お り,4人 の スル タ ンが この あ た りに いた

とい う。 しか し,テ ル ナー テ の ス ル タ ンが も っ と も力 が あ り,北 部 ハ ル マ ヘ ラ の諸 族

は テル ナ ー テ の スル タ ン に従 って い た。 そ の た め,ハ ル マヘ ラ,特 に北 部 ハ ル マヘ ラ

に おい て は,Ternate語 の しめ る位 置 は きわ めて 高 か った とい う。

 さて,Ternateの 方 位 に関 す る概 念 は,こ れ ま で に述 べ た もの とは少 し異 な って い

る。 そ こで,や や くわ し く述 べ る こと に しよ う。

 場 所 の代 名 詞 は,海 側 のdai,山(陸)側 のdia,上 方 のdaku,下 方 のdahu,「 あそ

こ」 お よび 「向 こ う側 」 のdaka,「 そ こ」 の 肋g6,「 こ こ」 のkaneか らな る。 な お,

dakaは も と も とは 向 こ う側 の 意 味 で あ った と思 わ れ る が現 在 で は む しろ 「あ そ こ」の

意 味 の 方 が 強 い。 これ はマ レー語 ま た は イ ン ドネ シア語 の影 響 か と考 え られ る。 そ し

て,こ れ に対 応 す る付 加 語 は,下 方 か ら上 方 に 向 か う 膨,上 方 か ら下 方 に向 か うtara,

海 側 か ら陸側 に 向か うisa,陸 側 か ら海 側 に向 か うhoko,求 心 的 な付 加語ino,遠 心 的

な付 加 語ikaな どか らな る。 これ らの 語 彙 はGalelaやTobeloと 同系 統 で あ る こ と

は0目 瞭然 で あ る。 し か し,こ れ らの 組 合 せ に よ る シス テ ム は異 な った点 が あ る。

 特 定 の方 位 を もつ 付 加 語 は,場 所 の代 名 詞 の前 後 ど ち らで もつ く。 しか も,前 につ

く場 合 と後 に つ く場 合 で は 意 味 が異 な る。 た とえ ば,自 己の い る場 所 か ら海 の 方 に 向

か うと きは,陸 側 か ら海 側 に 向か うhokoと 海 側 のdaiを 組 み 合 わせ てhokodaiと い う。

同様 に上方 に 向 か うと き は 加4α勧,下 方 に向 か う と きは 伽 α廊加,山 側 に 向か うと き

はisadiaと い う。 と ころが,た とえ ば海 側 か ら,こ ち らに くる と きは, daiisaと 後 に
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図14Ternateに お け る空 間 の 分割 図15Ternateに お け る民 俗 方 位 の例

付 加 され る。 そ して,海 側 で,上 方 に 向か う と きは4畷 照,下 方 へ はdaitara,さ らに

海 側 に 向か う とき はdaihokoと 表 現 さ れ る。 この 表現 は,こ れ ま で に述 べ て もの とは,

相 当 に異 な って い る。Ternateで は,方 向 を 示 す 付 加語 が 前 に あ る と き,場 所 の代 名

詞 の示 す 位 置 へ 向 か う こ とを 示 し,逆 に付 加語 が後 に あ る と きは,場 所 の 代 名詞 の示

す 位 置 か ら向か う こ とを示 して い る。hokodaiは,「 陸 側 か ら海側 へ,海 の方 に 向 か う」

こ とを示 し,吻 痂 α は 「海側 か ら陸 側 へ,海 の方 か ら向か う」 こ とを示 して い る。 前

表9 Ternateに お ける民俗方位の組み合わせ表

  場所の代名詞

付 加 語

下 上 海 陸 あそこ(
向こう側)

そ こ こ こ

dahu daku dai dia daka kage kane

方
 
 
 
 
 
 
 

向

客

観

的

方

向

上
↓
下

目的 tara・ 十 一 一 一 十 十 一

起点 一tara 十 十 十 十 十 十 一

下
↓
上

目的
O

lye一 一 十 一 一 十 十 一

副 蜘 十 十 十 十 十 十 一

醐h・kか
一 一 十 一 十 十 一

酬 柚 ・ 十 十 十 十 十 十 一

海
↓
陸

目的 isa一 一 一 一 十 十 十 一

起点 .isa 十 十 十 十 十 十 一

自的
己方
中向
心

遠心的 ika。 一 一 一 一 十 十 一 一

求心的 一ino 一 _ }_
 i

一 十 十 一

一

場  所 陣 形 十 十 十 十 十 十 十

指 示
単に指示 ena層 十 十 十 十 十 enage enane

票じ鯛 doka 十 十 ,十 十 十 dokage dokane

一
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者 の 例 は今 ま で に なか った例 で あ る。 これ ま で な らば,遠 心 的 な付 加 語kaあ るい は

ikaが 用 い られ る と ころで あ った 。

 Ternateで は,遠 心 的 な付 加語ikdは 前 に お か れ,次 の場 所 の代 名詞 の方 へ ゆ くこ

とを 示 す 。 しか し,方 位 を もつ場 所 の代 名 詞 に は付 加 せ ず,daka, kageの よ うな 方 位

を もた な い 場所 の代 名 詞 の み に付 加 す る。 同 様 に,求 心 的 な 付加 語inoは 後 に 付 加 し,

前 に あ る場 所 の 代 名詞 の方 か ら くる こ とを 示 す が,ikaと 同様 ぬ肋 とkageの み に 付

加 す る こ とが で き る。ikaやinoは 方 位 を もた な い付 加語 で あ るが,こ れ と組 み 合 わ

され るの は 方 位 を もた な い場 所 の代 名詞 の み で あ る こ と も これ まで の例 とは異 な った

点 で あ る。

 ま た,「 こ こに 」 を示 すkaneは これ らの付 加 語 とは組 み合 わ され ず,こ の こと は暗

黙 の 内 にkaneが 中心 に な って い る と考 え られ る。

 指 示 を 示 す 付 加語enaが 場 所 の代 名 詞 の 語 頭 に付 加 されenadia, enadahuの よ うな

形 にな る。 「同 じ」 を 示 す付 加 語dokaも 場 所 の 代 名詞 の 語 頭 に付 加 され, dokadai,

dokadahuと な る。 ただ しkane, kageは 少 し異 な る。紘 πら 肋g8は 肋 十ne , ka十geと 考

え られ,こ のkaは 場 所 を 示 す付 加 語 で あ ろ う。 そ の た め,指 示 を示 す 付 加語enaと

組 み合 わ され る とき は,enane, enageと な り, dokaと 組 み合 わ さ れ る と きはdokane,

40肋gθ と な る。

 場 所 を 示す とき は,こ のkane, kageを 含 めて 原 形 が 用 い られ る。

 Ternateに お いて も,方 位 を もつ 場 所 の代 名詞 は,東 西 南 北 と強 く結 び つ いて い る。

テ ル ナ ー テ の 町 で は海 側daiは 東 に,陸(山)側diaは 西 に,上 方dakuは 北 に,下

方dahuは 南 に対 応 して い る。 テル ナ ー テ 島 の北 岸 に あ る村 で は, daiは 北 にdakuは

西 にdiaは 南 に そ してdahuは 東 にな る。 テ ル ナー テ の町 の あ る反対 側(西 海 岸)で は,

す べ て の 方 位 が180度 反 転 す る。 この よ うに,Ternateで は,そ の位 置 に よ って い ず

れ の方 位 と も結 びつ け られ る。 しか し,海 ・陸 の対 比 を失 った と きは テ ル ナ ー テ の町

で の対 応 が と られ る。

 Ternateで は,こ れ まで に述 べ た例 と は異 な り,上 方dakuが 北 に一 致 す る。 これ

は スル タ ンの 居 城 の位 置 にか か わ って い る と考 え られ る 。 テル ナ ー テ の町 か ら,ス ル

タ ンの 居 城 は 北 方 に あ る と同 時 に 山側 に よ って お り,実 際 にや や小 高 い 位 置 に あ る。

ど の方 向 か らで あ れ,ス ル タ ンの城 に い くと き は上 方 に の ぼ る と い う。

テル ナ ー テ の 町 の 人 々 に と って 北 に 向か うこ とは ス ル タ ンの城 の 方 向 に 向か う こ とで

あ り,そ れ が 同 時 に上 方 に のぼ る こ とに な る。 そ して,い つ しか,ス ル タ ンの城 に 向

か う方 向 を 上 方 とい うよ うにな った 。 スル タ ンの 城 よ り も北 方 に あ る村 々の人 々 に と
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って は,今 で もス ル タ ンの城 にゆ くと きは上 方 にの ぼ る とい うが,町 に ゆ く ときは 下

方 に下 る とい う。

 この話 は な にゆ え に 上方 が北 で あ るか の説 明で あ った が,同 時 にや や興 味深 い点 が

別 に もあ る。 す な わ ち,山 の方 に の ぼ る こ と,上 方 に の ぼ る こと とが さほ ど 明確 に区

別 され て い ない点 で あ る。

 Ternateの 人 々に い ろい ろ の 方位 に つ いて き く 際 に,お も しろ い例 にぶ つ か る。

diatara(山 側 で上 方 か ら下 方 に 向 か う)をdiahoko(山 側 か らお りて くる)の 意 と して

話す 人 々 もい る。 ま た,乞∫α伽(山 側 に 向か う)と い うべ き と ころを 加 伽(山 側 にの

ぼ る)と い う人 々 もい た。 テ ル ナ ー テ島 は,陸 側 といわ ず,山 側 と い う ほ どに,山 が

きわ だ った 島で あ り,陸 側 に 向か う とす ぐ にの ぼ りは じめ な け れ ば な らない 。 この よ

うな地 形 が,卿 は 「の ぼ る」,taraは 「お りる」 の意 と して,山 側 のdiaと 組 み合 わ

され る用 例 を生 み 出 した もの と考 え られ る。Galelaで みた よ うな 明 確 さ はTernate

で は な い。 ただ し,diataraと い う人 にdiahokoと ど ち らが 適 当 で あ る か と たず ね れ

ば,多 くの人 はdiahokoを と る(そ れ で もdiataraの 方 が い い とい う人 もい るが)。

 テル ナ ー テ の よ うに 山が きわ だ った と こ ろで は,上 方 ・下 方 が 往 々 に して,山 側 ・

海 側 と と り ちが え られ る こ とが起 こる よ うで あ る。

(6)West Makian族 の 民 俗 方 位

 Makian島 は テ ル ナ ー テ島 とバ チ ャー ン島の 中 間 に位 置 し,島 の西 半 分 はNANの

West Makian語 が,東 半 分 は, ANのEast Makian語 が話 され て い る。小 さ な島

で両 系 統 の語 が用 い られて い る特異 な 例 の一 つ で あ ろ う。

West MakianはTemateの 場 合 と ほ とん ど同 じで あ る。

 「こ こ」 に対 応 す るsineを 中心 と し,「 そ こ」 に あ た るsema,「 あそ こ」 に あ た る

 図16
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sonaの3つ の場 所 の 代 名詞 は特 定 の方 位 を もたず, そ の外 側 に海 側 のnao,陸 側 の

nanga,上 方 のnei,下 方 のnasoの4つ の場 所 の代 名詞 が あ る。 付 加語 と して は,海 側

か ら陸側 に 向 か う.加,陸 側 か ら海側 に 向 か うプfo,上方 か ら下 方 に 向 か うso,下 方 か ら

上 方 に向 か う"tiの4種 が あ る 。

 付 加 語 が 後 に つ く とき,そ の場 所 の代 名 詞 か ら付 加 語 の 方 向 に 向 か い,付 加 語 が前

に つ くと き,そ の場 所 の 代 名 詞 の方 向 に 向か う こ とを意 味 す る。 た とえ ば,自 己の い

る と ころか ら陸 の方 向 に向 か う こ とはfianangaと い い,逆 に陸 の 方 か ら 自己 の 方 に

向 か う とき はnangafoと い う。

 Ternateに み られ た求 心的 ・遠 心 的 な付 加 語 はみ られ ず,ま た 向 こ う側 に あ た る語

もみ い だせ な い。 しか し,場 所 の 代 名 詞 の 空 間 分割 の 中心 部 は,GalelaやTobeloに

み られ る二分 で はな くTernateで み た よ うに 三分 さ れ,イ ン ドネ シア語 のsini(こ こ),

situ(そ こ), sana(あ そ こ)に 対 応 す るsine, soma,・sonaが あ る。 そ して,こ れ らの代 名

詞 の 内,Ternateと 同様 にsine(こ こ)を 除 い て,先 に述 べ た付 加語 と組 み 合 わ され る。

 場 所 を 示 す とき は,単 独 で用 いず,SOSO一 を語 頭 に付 加 す る。 sosonei, sosonaSOの ご

と くで あ る。 方位 を もた ない 場 所 の 代 名 詞 は,sesine(こ こに), sosoma(そ こに),

sosona(あ そ こに)と な る。

 指 示 代 名 詞 は,sine,・somaに あた る もの しか な く,mine(こ れ), mema(そ れ)の み

表10West Makianに おける民俗方位 の組み合わせ表

 場所の代名詞

付 加 語

下 上 海 陸 あそ司 そ こ こ  こ

nasO nei nao nanga sona soma sine

方
 
 
 
 
 
 

向

上
↓
下

目的 SO層 十 一 一 一

 一

十 十 一

起点 一SO 十 十 十 十 十 十 一

下
↓
上

目的 丘一 } +1一 } 十 十 『

起点 .fi 十 十 1+i+ 十 +1一

陸
↓

海

目的 酬 一
一 1+ } 十 十 一

起点 .飴 十 +1+1+ 十 十 『

海
↓

陸

目的 負a一 『 一 一 + +1+ 『

起点 一fia 十 十 十 十 十 十 一

場  所 SOSO・ 十 十 十 十
1・ …na

sosoma
●

seslne

指

示

単に指示 一 一 一 一 一1一 mema mine

同じを指
示

一 一 鴫 一 一1一 hopa 飴ine
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で あ る。 ま た,「 ～ と同 じ」 と指 示 す る代 名詞 も声 伽(こ れ と同 じ),乃 ψα(そ れ と同

じ)し か な い。

 これ らの語 彙 は これ ま で述 べ て きた 北 部 ハ ル マ ヘ ラの 言 語 とは か な り異 な った もの

で あ る こ とは注 目 され る。

West Makianで は,海 側 は西 に,陸 側 は東 に,そ して 上方 は南 に,下 方 は 北 に対

置 され る。 こ こで も,GalelaやTobeloと 同 じよ うに 上 方 が南 で あ った 。

(7)EaSt -Makian族 の 民 俗 方 位

East Makian族 の民 俗 方 位 の構 造 は 基本 的 に は, West Makianと 変 わ らな い。

しか し,特 に語 彙 はWest Makianと は異 な って い る。

 まず,場 所 の代 名詞 は,中 心 にanne(こ こ),そ の外 側 にaddia(そ こ),そ の外 側

にnoge(あ そ こ)が あ る。 そ して,海 側 のlawe,陸 側 のleωe,上 方 の!ase,下 方 のPoPe

が あ る。 付 加 語 と して は,海 側 か ら陸 側 に 向か う 肋,陸 側 か ら海 側 に向 か う 肋,上

方 か ら下 方 に 向 か うtia,下 方 か ら上 方 に 向か うPoの4種 が あ る。 付 加 語 は,場 所 の

代 名詞 の 前 後 に つ き,そ の 位 置 に よ る意 味 の 変 化 もWest Makianと 同 じで あ る。 た

だ し,nogeに は前 につ くこ とはな く,後 に だ けつ く。

 このnogeは,「 あ そ こ」 の 意 で あ る と述 べ た が,恐 ら くは, soma, sineと 並 置 され

表11East Makianに お け る民 俗方 位 の 組合 せ 表

 場所の代名詞

付 加 語

下 上 海 陸
あそこ

(向 こう側)
そ こ こ  こ

yase pope 1awe 1ewe noge add童a anne

方
 
 
 
 
 
 

向

上
↓
下

目的 tia鰯 十 一 一 一 } 十 一

起点 .tia 十 十 十 十 十 十 一

下
↓
上

目的 po一
一 十 一 一 一 十 一

起点 一po 十 十 十 十 十 十
■

一

竿
悔

目的 kla一 ㎜ 一 十 一 一 十 一

起点 一kla 十 十 十 . 十 十 十 一

海↓

陸

目的 kle. 一 一 一 十 一 十 }

起点1抽 十" 十 十 十 十 十 一

場  所 do. 十 十 十 十 noge addia anne

指

示

単に指示 一 『 一 一 一 } (addia) (anne)

同じを指
示 (t-) 一 『 一 一 一 taddia tane
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る もので は な く,も と も とは,「 向 こ う側 」 を さ して い た もの と思 わ れ る。 た と えば,

クase(下 方)に 対 応 して2ama(下 方 に ゆ く)と い う動詞 が あ り,同 時 にPoPe(上 方)

に はPoma, laωe(海 側)に はlama, teωe(陸 側)に はlemaと い う動 詞が あ る よ うに

nogeに はnomaと い う特 定 の方 向 を もた な い移 動 を示 す 動 詞 が あ る。 また,先 に 述 べ

た ご と く,付 加 語 は語 頭 と しか組 み 合 わ され な い こ と も この ことを 想 像 させ る。

 場 所 を示 す 付 加 語 はdoが 用 い られ る 。 do-Zaωe, do-leωeの ご と くで ある。 た だ し,

anne(こ こに), addia(そ こに), noge(あ そ こに)は 原形 の ま まで 用 い られ る。 同 じ

と指 示 す る代 名詞 はtane(こ れ と同 じ)taddia(そ れ と同 じ)し か認 め られ な い 。 方

位 を もつ 場 所 で,同 じを示 す と きは,dai do-laωe(海 側 の あ そ こで の よ うに)と 一 語

で は表 現 で きな い 。

 East Makianに お い て は,海 側 は東 に,陸 側 は 西 に一 致 す る。 そ して,上 方 は

West Makianと 同 様 に南,下 方 は北 に一 致 す る。 こ こで も上 方 は南 で あ る 。

(8)Maba族 の民俗方 位

Mabaは 南 部 ハ ル マ ヘ ラの南 東 に張 り出 した半 島 の北 岸 に住 む人 々 であ る 。現 在 で

は,東 北 に張 り出 した半 島 に も多 く移 住 して い る。

Maba語 で は 中心 にpice(こ こに),そ の外 側 にpitah(そ こに)が あ り,そ の外 側

に海 側 のPolau,陸 側 のPolei,上 方 のPo?a,下 方 のPoPoPが あ る。1人 の イ ンフ ォ ー

マ ン トは,こ れ らの 近 い場 所 を示 す 語 と して,Poleimai, Polaumai, Po"αmai, PoPoPmai

が あ る と述 べ たが,他 の イ ンフ ォー マ ン ト達 は,一 致 して`物 α乞"を 付 加 した 語 は丁

寧 語 で あ る とい う10)。私 は 後者 を と って い る。 この他 に 向 こ う側 にあ た るPotiが あ

る。 一 方,付 加 語 には,海 側 か ら陸 側 に 向 か う ・ηθ乞,陸側 か ら海 側 に 向か う 一η側,上

方 か ら下 方 に 向か う 一PoP,下 方 か ら上 方 に向 か う 一n2a,求 心 的 な付 加 語 で あ る 一nil1),

10)Maba語 で はす 寧語 が い ろ い ろあ る。場 所 の代 名 詞 と付 加 語 の 組 合せ にお いて も, PoPoce7ama

 <PoPoPcqyαmaくPoPoP]ama,あ るい は, picen■amaく μ卿 α観α の よ うに"P"の 省 略 や,``ce"あ る

 い は"η"の 付 加 は丁 寧 で ない い い方 で あ る とい う。

11)場 所 の代 名 詞,付 加 語,動 詞 は次 の よ うな 構 成 にな って い る。

原 形 POP ya 1au lei li

po popOP poya polau polei poli 場所の代名詞

n POP(
npOP) nya

nau

(nlau)
nei
(nlei)

ni
(nli) 付加語

ma 一
yama lama 一 lima 動詞

本 来,ρ ψ や)a, lau, lei, liが もと も との代 名 詞 で あ る と考 え られ るが, Poを 付加 した 形 が代 名

詞 に 用 い られ て い る。
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表12Mabaに おけ る民俗方位の組 み合わせ表

 場所を示す語

付 加 語

下 上 海 陸1向 こう側 そ こ こ こ

POPOP poya polau polei poli pitah
9

Plce

方
 
 
 
 

向

下→上 一nya 十 十 十 十 一 十 十
 一

上→下 伽POP 十 十 十 十 一 十 十
 一

海→陸 一nei 十 十 十 十 一 十 十

陸一海 卜一 十 十 十 十 一 + 1 + 1
 i   一

求心的 一ni 一 一 一 一 +1+ 十

場  所 原 形 十 十 十 十 十 十 十

指
 示

単に指示 tai-* 十 十 十 +i+ tatah

tah

o

talce

ce

同じを指
示

飽itai.* 十 十 十 十 十 伍itah faice

一

動

詞

十上⇔下 'yama 十 十 一1一 一
十  ,

海 ぐ〉陸 一lama 一 一 十 1+ 一 十 十

く る 一lima 十 十 十 1+ 十 十 十

*tai , faitaiと の組 合せ で は,語 尾 にmaiが つ くこ とが普 通 で あ る。 場 所 の代 名 詞 と,方 向 の

 付 加 語 の組 合 せ に おい て,そ の間 に``ce"``cen"が はい る こ とが 多 い 。

指示 を示 す 付加 語 短 一,同 じを指 示 す るノ漉伽 一が あ る。

 4つ の特 定 の 方 位 を もつ 付 加 語 は,向 こう側 に あ た るPoliを 除 い た代 名詞 の語 尾 に

組 み合 わ さ れ,TernateやMakianの よ うに,前 後 の 付 加 す る位 置 に よ って 意 味 の変

わ る よ うな こ とは な く,Galelaで み た の と同様 の 表現 が で き る。 付 加 語 一niは 特 定 の

方 向 を もた な い場 所 を示 す 語Poli (向 こ う側), pitah (そ こに),pice(こ こに)の 語 尾 に

つ き, Polini(向 こ う側 か らこ ち らへ) ,pitahni(そ こか ら ここへ),piCEni(こ こへ)の 意 味

に な る。 た だ し,Mabaに はTernatcのika(～ へ)に 対応 す る ものは 聞 か れ な か った。

 指 示 代 名 詞 を つ くる と きは,師 一 を語 頭 に付 加 し,如 ψψ η厩,麺 アα解厩,妬 伽 π厩,

tailemai, tailimaiと な る。 た だ し,「 そ れ」,「これ 」 に あ た る語 はtaiceあ る い は単 に

ceの み, tatahあ るい はtahの み で 用 い られ る。 同 じで あ る と指 示 す る とき は,こ れ

らにfai一 を つ け る。 そ の た め 「そ れ と同 じ」はfaice,「 これ と同 じ」 は .faitahと な る。

 ま た,そ れ ぞ れ の方 向 を もつ 動詞 が あ る。 海 一陸 の方 向へ の移 動 は9ama(Polauに

対 応 す る)上 一下 の方 向 へ の移 動 は2ama(Po2aに 対 応 す る), Poliに 対 応す る こち ら

に向 か う移 動 はlimaと い い,こ れ らは方 向 を示 す 付 加 語 の か わ りに,同 じ く語尾 に

つ けて 同様 の意 味 で用 い られ る。 これ らに4方 向 の な い こ とは注 目 され る と ころで あ

り,クama, lamaは 離 れ て ゆ く方 向 に, limaは 近 づ いて くる 方 向へ の 移 動 と して対 立
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して い る。

 な お,東 西 は聞 き も ら した が,南 をsimi,北 をmoruopoと い う。

 (9)Weda族 の 民 俗 方 位

 Weda族 は,南 ハルマヘラの南の半島部に住む人々である1中 心ぽ東海岸であるが・

一 部 は 西 海岸 に も住 んで い る
。

 Wedaに お い て は, Mabaと 基 本 的 に は 同 じで

あ る。 場 所 を 示 す 語 は,中 心 にPoee,そ の外 側 に

.Pote,さ らに そ の外 側 に,海 側 のPotau,陸 側 のPolei,

上方 の ρ卿,下 方 のPoPeが あ る 。 方 向 を示 す付

加語 は海 側 か ら陸 側 へ の ηθ薦,陸 側 か ら海 側 へ の

netau,上 方 か ら下 方 へ のnoPe,下 方 か ら上 方 へ の

π解 が あ り, これ らを 組 み合 わす こ とに よ って

Galelaで みた よ うな表 現 がで き る。 た だ し,場

所 の代 名詞 と付 加 語 の 間 に"se"が 加 え られ る。

また,Poeeと は組 み 合 わ されず,そ の た め,自 己

か らは な れて ゆ くと きは,特 別 の いい 方 が あ る。
図18Wedaの 民俗方位の例

場 所 を示 す 語 で は な くて,方 向 の 付 加 語 にleが 付 加 され た語 が 独 立 して用 い られ る。

 Mabaで み られ た よ うな,侮 陸 の 方 向 の移 動 を示 す クama,上 一下 の方 向 に移 動 す

るtama,方 位 を もた ず に移 動 す る こ とを 示すlima 12)の3種 の動 詞 が あ り,こ れ ら も

場 所 を 示 す 語 と組 み合 わ され て 用 い られ る。 ただ し,limaはPote, Poceと は組 み合 わ

さ れ な い。

 指示 を示 す に はnが 付 加 さ れ る。nte, nceの ご と くで あ るが,迦 四 やPoPeな どに

も付 加 さ れnPo■a,ψ ψ6な どを形 成 す る。●た だ し,同 じと指 示 す る場 合 は,方 位 を も

つ 場 所 を示 す 語 に は な く,nte, lzceに 対 してfaj'eの 一 語 しか な い とい う(方 位 を もつ

12)Mabaと 同様に次 のように して,方 位 ・位置に関す る語 が形成 されてい る。

原 形1 pe ya Iau lei (li)

po pope poya polau polei (poli) 場所の代名詞
ne nope neya nelau nelei (neli) 付加語

(nepe)
ma 一 yama lama 一 lima 動詞

limaに 対 応す るPoti, netiは 聞 き と って いな い が, Wedaに は これ らの語 が あ る可 能 性 は高 い。

Mabaと 同様 にPe,ノa, lau, leiが もと も との代 名 詞 で あ る と考 え られ るがPoの 付加 した形 が代

名 詞 と して 用 い られ て い る。
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場 所 で はdodo Polau〔 海 で の よ うに〕 の形 に な る)。

⑩ Patani族 の民俗方位

 Pataniに つ いて は,充 分 に資 料 を 集 め られ な か った 。 参 考 資 料 と して 示 す に と ど

ま る。

 Pataniは,南 東 に張 り出 した 半 島 の先 端 部 か ら南 岸 にか けて住 む人 々で あ る。

 Pataniの 「こ こに」 はpica,「 そ こに 」 はpitah,「 あそ こに」 はtimahと い う。 上

一方 は ρ加 ηα,下 方 はpiPoma ,海 側 はpilama,陸 側 は クilemaと い う。 これ らはWest

Makianの 場合 とよ くにて い る。 そ して,下 か ら上 へ は 脚,上 か ら下 へ は ♪ψ,海 か

ら陸 へ は π鉱 陸 か ら海 へ は π砺 とい う。 恐 らくは,こ れ らの 語 と先 の場 所 を示 す語

とは 組 み合 わ され る と思 わ れ るが,こ の 点 は確 か めて い な い 。

 実 際 に下 方 か ら上 方 に くる と きは,napi Poma-2amaと い う。'napiは 「くる」 の意 で

あ る。「ゆ く」 はfanで あ り, fan Poma-!amaと い えば,下 方 か ら上方 に ゆ くこ とを

い う。 同様 に,上 方 か ら下 方 は クα膨 ヲα窩α,海 側 か ら陸 側 へ は ♂α彿α一伽 ～α,陸 側 か ら

海 側 へ はlema-lamaと い う。 これ らの語 の 後 につ く/ama, lamaはMabaやWeda

で は動 詞 と して あ つ か って きた語 で あ り,前 につ く語 は 場所 を 示 す 語 で あ るPoma,

クα初α,伽〃嬬 ♂備 αで あ る。

表13Wedaに おける民俗方位 の組み合わせ表

下 上 海 陸 そ こ こ こ (～ へ) 場所を示す語

付 加 語 pope poya polau poleレ po童e . poce 4e

方
 
 
 
向

下 →上 neya 十 十 十 十 十 『 十

上→下 nope 十 十 十 十 十 『 十

陸→海 nelau 十 十 十 十 十 『 十

海→陸 nelei 十 十 十 十 十 一 十

場  所 原 形 十 十 十 十 十 十 『

指
 示

単に指示 n 十 十 十 十 nte nce 一

同じを指
示

一 一 一 一 『
嫡e

一

動
 
 詞

上⇔下 yama 十 十 一 一 十 一 一

海⇔陸 lama 一 一 十 十 十 『 一

方向な し lima 一+ 十 十 一 } 『

場所 の代名詞と方向の付加語の間 にはseが 挿入 される。
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 Pataniの 方 位 の構i造は資 料不 足 の た め ま だ理 解 で きな い部 分 が 多 い が, Mabaや

Wedaに 近 似 の もの で あ る こ とは想 像 で き る。

 な お,Pataniで は,東 をmnrla,西 をpit,南 をsimi,北 muanopoと い う。

  (11)B uli族 の 民 俗 方 位

 Buliに つ い て は,私 自身 の調 査資 料 は な い。 Maanの 資 料[MAAN 1940]を 用 い

て,少 し検 討 を 加 え て お く。 もと よ り,私 の資 料 との 直 接 の 比較 は難 しいが
,参 考 に

な る点 も多 い。

 Maanの あ げ た例 は次 の よ うな もので あ る。

lau:海 の方

  lalau:(話 者 か ら離 れ て)海 の方 へ

  malau:(話 者 の 方 に)海 の方 へ,(話 者 の 方 へ)岸 か ら海 の 方 へ

  polau:海 の方 に

〔lei:陸 の方 〕13)

  lalei : (話者 か ら離 れ て)陸 の方 へ,海 に おい て 陸 の方 へ

  malei :(話 者 の方 に)陸 の 方 へ

  ヵoJr: 陸 の方 に

〔li :か な た〕

  lali: か なた へ

  mali: こち らへ

  polZ: あ そ こに

nap: 下 方 へ, Buliか ら北 の方 へ

nais: 上 方 へ, Buliか ら南 へ あ るい は西 へ

nata: (話 者 か ら離 れ て)あ ち らヘ

ノ碗 」α:話 者 か ら離iれて ゆ く(=fau lah, fan lalau)

tai: これ(= taie)

   tane=talne:こ こ

ca: あれ ←cia)

na: あ れ(=tina)

   tina:あ そ こ

13)〔 〕で示 した語 はMaanの 項 目にはないもので あるが, lauの 例にな らうならば,〔 〕の

 項 も成立す るはずで ある。 しか し,MabaやWedaで 示 した ように, leiやliの 原形で は用い
 られないようであ る。
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 これ らの 資 料 か ら,ま ず,下 方 が北

に上 方 が 南(西)に 対 置 さ れ る ことが わ

か る。Buli族 の 住 む場 所 を考 慮 す れ ば,

海 側 は東 に,陸 側 が西 に対 置 さ れ るで

あ ろ う。 上 方 が 西 に な る の は,海 側 が

南 に な る こ とがBuli族 の地 で は起 り

得 るか らで あ る。

 「海 の方 に」と い う場合 はPolau,「 陸

の方 に」 はPolei(Maanは ρ01どと し

て い るが,Poleiの 方 が適 当で あ ろ う)

とい う。 上,下 はや は り``Po-"の つ い

た形 が想 像 さ れ るが 不 明 で あ る。 ただ

し,π ψ,π碗 の変 化 した 形 で あ る こ と

は確 か で あ ろ う。 ま た,la一 は,話 者 か
図19Maanの 資料 に よ るBuliの 方 位

ら離 れ て い き,魏 α一は話 者 に近 づ く付 加 語 で あ る ら しい。 ηψ,η嬬 の ηα は,上 ・下

の方 向 に話 者 か ら離 れ て ゆ く付 加語 か も しれ ない 。η伽(あ ち らへ)の ησ も これ らと

関係 の あ る もの と思 わ れ る。

 読,♂偬 に対 応 す る あ が あ る こ とが わ か る。 「か な た」 あ る い は 「向 こ う側 」 と い う

意 味で あ る。la-, ma-, Po一 な ど の付 加 語 と も同様 に組 み 合 わ され る。

 ま た 頗(こ れ)は 伽 θ(こ こ)に 対応 して,π α(あ れ)は 伽 α(あ そ こ)に 対 応 す

る。WedaやMabaの 例 を考 え れ ば,む しろca(あ れ)がtina(あ そ こ)に 対応 す

るの か も しれ な い。                  ,

 さて,Maanの 資 料 か ら, Buliに お いて も,下 は北 に,上 は南 に対 置 され,海 陸,

上一下 の4つ の 方 位 が あ る こと は明 らか で あ り,語 彙 の 点 か ら もMabaやWedaと

深 くか か わ って い る こ とが 読 み とれ るが,そ の方 位 の構 造 につ いて は,今 一 つ,明 ら

か で は な い。

 な お,東 西 南 北 は,そ れ ぞ れmorla,麺', simi, Pulatと い い, PataniやMabaと ほ

とん ど同 じ語 彙 が用 い られ て い る。

⑫ Bacan族 の民俗方 位

Bacanは,バ チ ャ ン諸 島 に住 む人 々で あ り,そ の言 葉 は南 ハ ル マ ヘ ラ語 群 と は異

な っ た語 群 で あ り,Bacan語 は,マ レー語 に きわ め て近 い言 語 の よ うで あ る。
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 海 側 はlau,陸 側 はdaya,上 方 はata,下 方 はbawaと い う。 「こ こ」 に 対 し て はini,

「そ こ 」 に はitu,「 あ そ こ」 に はcanaが 対 応 す る 。 場 所 を 示 す と き はinを 付 加 し,

ilau,伽4砂 α, i antα, inbaωa, incanaと な る が, ini, itu,に はdeが 付 加 さ れ
, deini,

deitttと な る 。

 海 に 向か う と きは 肋 伽,陸 に 向 か う とき は 肋 吻 α と,加 を と もな って 方 向を 示

す 。 この 紘 は イ ン ドネ シア語 の 融 とほ とん ど同 じ と考 え て よ い。 と こ ろが,イ ン ド

ネ シ ァ語 のdari(～ か ら)に あた る語 は な か った。 た と えば,こ こか ら とい う と き,

deini kacana(こ こで,あ そ とへ)と い

わ ね ば な らない 。deiniだ け で は,そ の

地 点 を さす こ とに な り,勧 α朋 を と る

こと に よ って,deiniが 「こζか ら」 の

意 味 に な る。

 「上 方 で 海 側 に向 か って」 を 加 η如

加 伽麗 とい うが,こ の ψαπ彪 は ま さ し

く場 所 を示 して い る。 同様 に 「上 方 で

さ らに上 方 に向 か って」 は 御 〃如 加

α∫α と い う。 と ころ が,「 上 方 か ら こ こ

へ 」 とい う場合 は ψα物48伽 が 用 い

られ る。 これ は,加 物de ata kamari

か ら ん佛 碗(イ ン ドネ シァ 語 セη副,

こ ち らへ と同 じ もの)を 省 略 した もの

と考 え られ,46伽 は,先 に み たdeini

と同 様 に 「上 方 か ら」 の 意 味 に な る の
図20 Bacanの 民俗方位の例

で あ ろ う。deは 場 所 を 示 す と同 時 に,方 向 の起 点 を も示 す 語 で あ る と考 え られ る。

 Bacanで は,こ れ ま で に みた よ うな 方 位 を もつ 付 加 語 は認 めが た い。"ka(～ へ)"

と"鹿(～ に,～ か ら)"お よび"εη(～ に)"の 付 加 語 あ るい は 前 置詞 と場 所 の 代 名詞

が 組 み合 わ され て表 現 され るに す ぎ な い。

a3)Sanana族 の 民 俗 方 位 ・

Sanana族 は,ハ ル マヘ ラ島 の南 西 の方 向 に あ るス ラ島 に住 む人 々で あ り,言 語 的

には,Bacan語 と同 系統 と考 え られ て い る。

Sananaの 方 位 の と り方 は, Bacanよ り も も っと単 純 で あ る。「ここ」 はsaik,「 そ

こ」 はsaneka,「 あ そ こ」 はsamana,海 側 をfai,陸 側 をtema,上 方 をlePa,下 方 をneo
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とい う。Sananaに はBacanと 同 様,方 位 を もつ 付 加語 は な く,イ ン ドネ シア語 の

dari(～ か ら), ke(～ へ)に あ た る語 もな い。 あ るの は,場 所 を 示 す前 置詞//(～ に)

の一 語 で あ る。 そ の た め,こ れ に動 詞 を 加 え る こと に よ って方 向 が表 現 され る。 た と

え ば,「 海 の方 に ゆ く」 はlaka bo fai(laka:ゆ く,時 に60も 省 略 され て 単 にlaka fai

とい う),「 陸 側 か ら くる」 はbia∂o tema(bia:く る,単 にbia temaと もい う)と い

う。 この た め,「 上 方 で海 側 に向 か う」 とい うよ うな表 現 はほ とん どで き ない こ とに

な り,実 際 に この よ うな い い方 は用 い られ な い 。

5,民 俗 方位の構造 の類型 と語彙

 ハ ル マ ヘ ラ島 か ら狭 義 のモ ル ッカ諸 島,ス ラ島 ま で に範 囲 を広 げ て,そ れぞ れ の 民

俗 方 位 の 構 造 を 検 討 して きた 。 これ らの地 域 に おい て 共 通 す る点 は,海 側,陸 側,上

方,下 方 の4っ の 相 対 的方 位 が 認 め られ る こ とで あ った 。 そ れ以 外 の 点 で は,い ろ い

ろの変 異 が あ るが,そ れ らは互 いに 全 くば らば らの 相 関 関 係 の な い も ので は な くて,

い くつか のグ ル ー プ に ま とめ る こ とが で き る。す なわ ち民 俗方 位 の構 造 を 類 型 化す る

と3つ な い し4つ に 分 け る ことが で き る。

 まず,Galelaに 代 表 され る タ イ プが あ る。 も っと も重 要 な特 徴 は,4つ の 方 位 を

もつ 場 所 の代 名 詞 に おい て,遠 近 の2分 が あ る こ と,お よび,4方 位 の方 向の 付 加語

で 構 成 され る概 念 と求 心 的 ・遠 心 的 付 加 語 に よ って構 成 され る概 念 との二 重 構 造 にな

って い る こ とで あ る。 そ の他 の特 徴 と して は,向 こ う側 と い う概 念 が 明確 で あ り,し

か もそ れ を越 えて きた り,い った りす る概 念 が あ る こ と,比 較 的 近 い 場 所 に お いて は,

遠 近2種 の場 所 の代 名詞 が あ る こ と,さ らに,方 向 を もつ 付 加 語 は い ず れ の場 所 の代

名詞 と も組 み合 わせ られ る点 な どで あ ろ う。 この タイ プ を と りあえ ず 北 ハ ル マ ヘ ラ型

と 名づ けよ う。

 北 ハル マヘ ラ型 に含 ま れ る もの は,Galelaを は じめ, Loloda, Tobaru, Tobeloな

どで あ る(Modoleも この 型 に 含 ま れ る と考 え られ る)。 これ らの 内,普 通 は 付 加語

が 場 所 の代 名 詞 の 語 尾 に つ くが,そ れ が 語 頭 に つ くGalelaだ けは少 し異 な って い る。

ま た,Lolodaは 場 所 の代 名詞 の語 頭 にme一 が 付加 され,そ の遠 近 が 形成 され て い る

点 は他 と異 な る。TobaruとTobeloは この 中で は,形 態 的 にみ れ ば きわ めて 近 い 関

係 にあ る と考 え られ る。

 北 ハ ル マ ヘ ラ型 を一 方 の 極 とす る と,も う一 方 の極 はSananaやBacanの 場 合 で

あ ろ う。 この タ イ プ で は,方 位 の あ る場 所 の代 名詞 に遠 近 の区 別 が な く,方 向を もつ

付 加 語 もな く,ま た近 い場 所 の代 名詞 に は イ ン ドネ シア語 と同 じよ うに3種 類 が あ る
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                表14民 俗 方 位 の 類 型

A1.4方 位の付加語をもつ                     (B)

 B1 4方位の場所に遠近の区別がある               北ハルマヘラ型

 B2 4方位の場所に遠近の区別がない               南ハルマヘラ型(C)

  C1 4方位の付加語が,場 所の代名詞の前後につきその意味を変える…マキアン副類型

  C2 4方位の付加語は,場所を指示する語の後につく       マバ副類型

A2 4方位の付加語をもたず,4方 位の場所に遠近の区別はない     スラ・バチャン型

こ とで あ ろ う。 これ を ス ラ・バ チ ャ ン型 とよ ぶ。 この 中で,特 にSananaは,場 所 を

示 す 前 置詞boが あ るの み で,他 は ゆ く ・ くるの動 詞 を 組 み 合 わす しか 方 法 の な い き

わ めて単 純 な もの で あ る 。一 方,Bacanに は,イ ン ドネ シ ア語 のkeに あ た るkaが

み られ る。 しか し,イ ン ドネ シ ア語 のdariに 相 当す る前 置詞 は な く,場 所 を示 す 前

置 詞 が併 用 され て い る。

 この 中 間 の ものを ま とめ て南 ハ ル マヘ ラ型 とよぶ 。 この タ イプ の もの は,ス ラ ・バ

チ ャン型 と同様 に場 所 の 代 名詞 に遠 近 の区 別 は な い が,方 向を もつ付 加 語 が あ る点 に

よ って ス ラ ・バ チ ャ ン型 とは 区別 で き る。 南 ハ ル マ ヘ ラ型 は,そ の付 加語 が場 所 の代

名詞 の語 尾 の み に つ くサ ブ タイ プ と,場 所 の代 名 詞 の語 尾 ・語 頭 につ い て 意 味 の異 な

るサ ブ タ イプ に 分 け る こ とが で き る。 そ れ ぞ れ の サ ブ タ イ プ の 代 表 的 な もの を と っ

て,前 者 を マ キ ア ン副 類 型,後 者 を マ バ 副 類型 と よぶ こと に しよ う。 マ キ ア ン副類 型

に は,Ternate, West Makian, East Makianが,マ バ 副 類 型 に はMabaとWeda

が 含 ま れ,PataniやBuliも この副 類 型 に 含 め られ る で あ ろ う。

 さて,こ れ らの類 型 を語 彙 の比 較 を も加 え て,そ の 関係 を考 え て み よ う。

 北 ハ ル マ ヘ ラ型 は構 造 だ けで はな く,語 彙 の点 か ら も,き わ め て ま とま りの よい タ

イプ で あ る こ とが わ か る。 と ころが,南 ハ ル マ ヘ ラ型 のマ キア ン副 類 型 は,構 造 的 に

は比 較 的 よ くま とま って い るの に頬 して語 彙 は相 当に異 な って い る。Ternateは 北 ハ

ル マヘ ラ型 の語i彙で あ る し,East Makianは 南 ハ ノレマ ヘ ラ型 で は あ るが マバ 副 類 型

の語 彙 とき わ めて 近 い もので あ る。West M4kianは,そ の ど ち らに も近 くな い語 彙

か らな って い る。 特 にTernateは,限 定 され た使 い方 で は あ るが求 心 的 ・遠 心 的 付 加

語 を も って お り,向 こ う側 に あ た る 廊 肋 もあ る。 方 位 を もつ場 所 の代 名詞 に付 加 し

て指 示 代 名詞 を形 成 す る し,「 同 じ」 と指 示 す る代 名 詞 を もつ くる こ とが で き る。 こ

れ らの 点 を考 え れ ば,Ternateは,マ キ ァ ン副 類 型 に 含 ま れ て は い るが きわ め て北 ハ

ル マ ヘ ラ型 に 近 い もの と いえ るで あ ろ う。

 語 彙 と して は,Ternateは 北 ハ ル マ ヘ ラ型 に, East Makianは マバ 副 類 型 と同 系

統 の もの と思 わ れ るが,付 加 語 が場 所 の代 名詞 の語 尾 ・語 頭 につ い て意 味 が 異 な る と
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表15場 所 の 代 名 詞(場 所 を 示 す 語)の 比 較

、

言語(方 言)

遠            い 近    い

特 定 の 方 位 を も っ 特定の方位を もたない

より遠い
手が とど
かない

手が とど
く

上 下 海 陸 向 こ う 側
         い や ってき

つつある
遠 い 近 い 、遠 い 近 い 遠 い 近 い 遠 い 近 い 遠 い 近 い

Galela daku
I  d

ake
…

dahu dahe

9

dai dade dina d{ne doka doke naga 一 Igena I nena

Loloda daku medake dauk medauk dai medai
      I

dina medine doka medoke naga 一 mcnege menena

Tobaru   旨 daku
     」

dau dai dina doka Enaga 一 ge ne

            I

Tobelo
           I

daku
 dake
(dakena)

dau
 dae
(daena)1

dai
  dane'(danena) dina

 dine
(dinena)

doka
 doke
(dokena)

naga 一 gena 皿ena

(Modole) . da,u daue do,a gena

Ternate       daku
I

dahu dai dia daka 一 daka kage kane

West Makjan 皿ei nasO nau nanga
、

一    1 sona sona sine

East Makian yase pope lawe lewe (noge) 一 noge
  .-

addia anne

Maba poya POPOP polau polei poli
一 (poli)

 ●

Plce pitah

Weda
■

  poya pope polau polei 一 poce potc

Patani
 ◆

Plyama
 ・

Plpoma pilama pilema
   圏 ・

一 timah P董tψ
 ・

Plce

(Buli) polau polei poli 一 t圭na tane

Bacan ata(iyanta) bawa(inbawa) lau(ilau) 1 daya(indaya) (cana, incana) 一  cana

(incana)
 itu
(deitu)

 ●      ・

亘兵1

(dcmi)

Sanana lepa neo tema 蝕i 一 一 samana saneka
 ,

  saik
I



表16 方 向,位 置 な ど の 付 加 語 の 比 較

舌  鉱 'ロ   ロロ

(方言)

方  向  を  示  す 場所を示す 指 示 す る

備 考
特 定'の 方 向 不特定の方向

遠 い 近 い
単に指示
する

同じを指
示する

下→上 上→下 海 →陸
.

陸→海 求心的 遠心的

遠 い 近い 遠い 近い 遠い 近 い 遠 い 近 い 遠い 近 い 遠 い 近 い

Galela i(ye) ku sa . ko      no. ka ka
ma

(ge)
koma

正010da
.

1ye uku isa oko ino ika 原  形
  ma

ma-oka
koma

・Tobaru ■

1ye
  ●

nglye uku nguku isa
  ◆

nglsa ioko ngoko ino
  o

nglno ika ngika ika ngika eda koeda

Tobelo iλe・ ngiλe uku ngukμ iha ngiha okQ ngoko lno
  ●

nglno ika ngika 原  形 (原形)* (ko)*

*4方 位 .

の場所 に
はないoka i ngoka

(Modole)
  ●

nglye    ,ngu
 u …

   ,ngO O ,a

Ternate
0

1ye tara isa hoko
●

1nO     i ika 原  形 ena doka

West

Makian.
∬ SO i  £a

I
     fb
.

一 一 SOSO
儘 。)* 催)*

*同上

Eest
Makian

       P

.

tla po k16
       ,

kla 一 一 do
儲 且鉛)* (t)* …*同上

Maba nya   . POP nei nau
 ・       In1     

…
一

原 形(po)
l    t

aii 伍itai

Weda neva  `        1 nope nelei nelau
        I

一 一 原形(po) n (faje)**
**一 語 し

か な い

Patani nya POP nei nau 一 一 原 形(pi)

・B
acan 旨

        1

一 一 一 一 一 (ka) in,(de) (原形)* (im)*
*Tobeloの

項匹同じ

Sanana 一 一 『 一 一 一 (bo)
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い う構 造 に 関 して は,そ れ らの類 型 と 同 じとは 思 わ れ な い。 マキ ア ン副類 型 と い うの

は,こ の よ うな意 味 で は きわ め て特 殊 な もの と思 わ れ る。 しか も,そ れ らが,狭 義 の

モ ル ッカ諸 島 に集 中 して い る こ とは,こ の地 域 の 特殊 性 で あ る こ とを 推 測 させ る。

 一 方,マ バ 副 類型 は語 彙 にお い て は よ い ま と ま りを示 して お り,他 の 特徴,た とえ

ば,陸 と海 の 方 向 の移 動 を 示 すyama,上 方 と下 方 の移 動 を示 すlamaそ して,特 別 の

方 向 を もた な いlimaの3種 の 動 詞 が み られ る こ と もよ く一 致 して い る。 ま た地 域 的

に もよ くま と ま って お り,マ バ 副 類 型 は,北 ハル マ ヘ ラ型 と同様 に ま と ま った タ イ プ

で あ る。

 これ らの類 型 を 通覧 して み る と,ス ラ ・バ チ ャ ン型 は他 の2つ の類 型 よ りか な りは

な れ た もので あ る と考 え られ る。 残 り2つ の類 型 の溝 も決 して浅 い もの で な い 。特 に

北 ハ ル マ ヘ ラ型 とマ バ 副類 型 と は,と もに ま とま りの よい 類型 で あ るが,付 加 語 の形

成 の仕 方,動 詞 な どの特 徴 を も合 わ せ て 考 え る と,そ の溝 は浅 くは な い。 そ れ に対 し

て,マ キ ア ン副 類 型 は そ の両 方 に ま た が る特殊 な類 型 で あ る と考 え られ る。 しか も,

この マ キ ア ン副 類 型 を除 けば,こ れ まで の言語 の分 類 と よ く一 致す る。 す なわ ち,北

ハ ル マ ヘ ラ型 はNANに 含 ま れ る北 部 ハ ル マ ヘ ラ語 族 に,マ バ 副類 型 はANで は あ

るが,む しろ ポ リネ シ ア的要 素 の強 い と推 測 され る語 群 に,そ して,ス ラ ・バ チ ャ ン

型 は,ス ラ ・バ チ ャ ン亜 語 群 とよ く一 致 して い る。残 るマ キア ン副 類型 は,ま さ し く

問 題 の あ る グル ー プ で あ る。

6,4つ の 方 位 につ い て

 ハ ル マ ヘ ラ島 お よ びそ の周 辺 部 に お いて の絶 体 的 方 位 と相 対 的 方 位 の 関係 をみ て み

る と,Ternateを 除 いて,す べ て上 方 が南 に一 致 して い る。 この こ とは, Galelaの

ど ころで 述 べ た よ うに,テ ル ナ ー テ の ス ル タ ンの 方 向 を 上方 とす る とい う説 に は賛 同

で き ない 現 象 で あ る。 逆 にTernateの 場合 は,町 とス ル タ ンと の居 城 との 関係 で 再

編 成 され た可 能 性 が高 い 。

 とす れ ば,何 故,南 方 が 上 方 な の で あ ろ うか 。 この 問 い に答 え られ る資料 を ただ ち

に提 供 す る状 態 に は な い。 しか し,南 が 祖先 の方 向,す な わ ち南 方 か らハ ル マ ヘ ラに

移 り住 ん で きた の で は な いか との想 像 は,そ れ ほ ど突 拍 子 な もので はな い で あ ろ う。

この よ うな 可 能性 を も含 めて,さ らに 資 料 を収 集 して 検 討 して み る必 要 が あ る と考 え

て い る。 さて,東 西 が海 陸 の 方 向 に対 応 して お り,そ れ ぞ れ の地 形 に よ って ど ち らの

方 向 を とるか が 決 せ られて い る。 と こ ろが,単 に地 形 的 に と らえ る な らば,南 北 に海
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陸 の方 向 が あ って も理 論 的 に は

そ れ ほ ど奇 妙 な こ とで は な い。

そ れ に もか か わ らず,東 西 が 海

陸 の 方 向 に対 応 して い る こと は

注 目すべ き こ とで あ る。

 こ の 海 陸 の 方 向 の 中 で,

Galela族 の 方 位 の 中 で み た よ

うに,遠 隔 の地 で は 陸 の方 か ら

くる人 々 は なか った 。Galelaに

と って 陸側 に あ た るLolodaや

Tobaruの 人 々 は,向 こ う 側

表17 絶体的方位と相対的方位

絶体的方
位 東 西 南 北

言語(方言)

Galela 海 陸 上 下
Loloda 陸 海 〃 〃

Tobaru 〃 〃 〃 〃

Tobelo 海 陸 〃 〃

Modole ? ? 〃 〃

Ternate 海 陸 下 上
W.Makian 陸 海 上 下
E.Makian 海 陸 〃 〃

Buli 〃 〃 〃 〃

Sanana 〃 〃 〃 〃

か らや って きた 人 々で あ り,陸 側 か らや って きた 人 々 とは い わ な か った 。 ど う して,

陸 側 か らや って きた とは いわ ない の で あ ろ うか 。

 この 問題 に関 連 す る2つ の報 告 が あ る。1つ はセ ラム島 内陸 部 に住 む民 族 の 民 俗 方

位[イ ェンゼ ン1972]で あ り,今1つ は小 ス ンダ列 島 中 の フ ロー レ ンス 島 の 東 方 に

あ る ル ンバ タ(Lembata)島 に住 むKedang族 の民俗 方 位[BAR.NEs 1974]に 関 す

る報 告 で あ る。

 セ ラム 島西 部 の 内陸 部 に 住 む い わ ゆ る ア ル フ ール族 で は,海 側 を あω翻,陸 側 を

lodaya,海 側 に 向か って 右側 をlodi,左 側 をloriと よぶ 方 位 を もって い る。 この方 位

は,こ れ ま で に述 べ て きた筋 道 か らい えば 相 対 的方 位 と位 置 づ け られ る もの で あ るが,

セ ラム 島 民 に と って は,実 に この方 位 が絶 体 的方 位 で あ り,あ たか もセ ラム 島 の海 岸

線 が ど こま で も平 行 に 走 って い るよ うに と らえ られて い る。 こ とばを か え て い え ば,

陸 側 に は,ど こまで も広 が る大 陸 が あ る と と らえ て い る。一 方,太 陽は 同一 地 点 に お

い て も登 る位 置 が異 な り,場 所 が変 れば 太 陽 の 登 る位 置 は変 化 す る と考 え られ て お り,

太 陽 の 登 る方 向 を絶 対 的 な方 位 と して は と らえ られて いな い 。 そ の た め,島 の反 対 側

に あ る村 々は,左 右 ど ち らか に位 置 づ け られ る こ とに な る。 そ して,陸 側 は,人 の住

む 土地 で はな く,精 霊 と想 像 上 の生 物 の 土地 と考 え られ て い る[イ ェ ンゼ ン 1972:

169-175]。

 この例 で は,Galela族 に み られ た よ うな太 陽 に よ る絶 対 的 方 位 をか いて お り単一

の方 位 しか もた ず,か つ そ れ が 絶 対 的 な 方 位 と して認 識 され て い る。 この 点 で は,

Galela族 の民 俗方 位 と は きわ だ って異 な った もの で あ る。 イ ェ ンゼ ンの示 した例 を

み る限 り,セ ラム 島民 が この よ うな方 位 の認 識 を してい る こ とを多 少 の 疑 問 が あ りな
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が ら も認 め ざ る を得 な い で あ ろ う。 この例 は,時 間 の 観念 あ る い は季節 の観 念 を もた

な い た あ,同 一地 点 で の太 陽 の 登 る 位 置(あ るい は月 の登 る位 置)の 規 則 的 な変 化 を

と らえ る こと がで きな か った 例 で あ り,あ る いは,時 間 の観 念 と太 陽 の登 る位 置 が 関

係 づ け られ て認 識 され なか った 例 で あ ろ う。 同時 に,山 の斜 面 に住 ん で い て,常 に海

が 見 え る とい う条 件,さ らにセ ラム 島 が 島 で あ る こ とを認 識 す る手 だ て を もた なか っ

た(山 に 登 らな い こ と,船 を も って い な い こと な ど)こ とが重 な って,こ の よ うな特

異 な方 位 の認 識 を導 いた と考 え られ る。 そ の た め,こ の例 か ら 「この よ うな 定位 法 は

大 陸 の あ る地 域 で 発 達 し,そ こか らも ち こまれ た とす る方 が は るか に 蓋 然性 が高 い」

[イ ェ ンゼ ン 1972:180]と い え るか ど うか疑 問 の あ る と ころで あ る。 む し ろ,こ の

よ うな特 殊 な条 件 の 中で形 成 され た特 殊 な 方 位 と考 えた方 が よ り蓋 然 性 が 高 く,セ ラ

ム に お い て特 殊 に 適 応 した例 な の で あ ろ う。

 と こ ろで,イ ェ ンゼ ンの例 は,陸 か ら人 が こな い こ との一 つ の説 明 に はな る。Galela

族 で は,か つ て陸 の方 向 は精 霊 の住 む 世界 と して 認 識 され て い た のか も しれ な い14)。

 Kedang族 の場 合 は,イ ェ ンゼ ンほ ど に納得 の い く説 明 が な されて い る とは考 え ら

   図21Leuwayangを 中心 としたKedang族 の方位 の例

方位の記載 されている村だけ記入 して ある。実際 にはr山 のまわ りに多

くの村がある。この図 は[BARNES 1974:8]か らとった ものである。

14) Galelaに はtokaやmeki,伽 γ2∫, Pontianakな ど いろ い ろ の悪 霊 が い るが,必 ず しも森 に い る

 と は限 らない 。 しか し,か つ て は,森 に多 くいた 可能 性 は高 い。

  しか し,陸 の方 に 悪霊 が い る とい う考 え方 は,バ リな どの 陸(山)の 方 が 天 界 と結 び つ く考

 え 方 と矛 盾 しな い ので あ ろ うか 。
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れ ず,Barnesの 得 た結 論 は,再 検 討 す る必要 が ある 。 Kedang族 で は5つ の方 位 の名

称 が あ る。o彦4,♂06は1組 の 方 位 を もちOo彦4は 「高 い 」 と山 に対 して 「右 」の2つ の方

位 を も ち,oあ は それ に 対 して 「低 い」,「左 」 の方 位 を もつ[BARNEs 1974:71-82]。

oliは 「上 」,0ω げ は 「下 」,そ して げ0は 上 下 で は な く,側 方 の 左 右 いず れか の 方位

を さす[BARNEs 1974:85]と い う。 Kedang族 の 場 合,き わ だ って 高 い 山 が あ り,

方 位 は この 山 を 中心 に して と られ る。oli, oω4は 側 方 に は用 い られ ず,「 上 方」,「下 方 」

と して の み 用 い られ る。 これ まで に述 べ た ことか ら,oliは 山 側, oω6は 海側 の方 向

と考 え て ま ず ま ち が い な い。 そ して,o畝o♂6は それ ぞ れ 上方 と下 方 と考 え られ る。 そ

れ ゆ え にL騏wutunか らみ てWairiangの 方 が土 地 が 低 い に もか か わ らず, o∫6(上

方)と 表現 す る ことが 可 能 で あ る[BANNEs l974:81]。 そ して,高 い山 が 中 心 に あ

るTernateで す で に述 べ た よ うに,山 側 か ら海 側 へ 向 か うと き に,上 方 か ら下 方 へ

と表 現 した り,あ る い は海 側 か ら山側 へ 向 か うと きに,下 方 か ら上 方 へ と表現 す る こ

とが あ る こ とを 思 い 起 せ ば,Kedangに お いて も,実 際 の上 下 と して,山 の斜 面 の 山

側(高 い方)をoだ,斜 面 の海 側(低 い方 ジを 曜 と も表 現 して い た と推 測 され る。 そ して,

側 方 の特 定 で ない(左 で も右 で もな い)方 向 と して の 砂oは,向 こ う側 と考 え られ る 。

Barnesは,先 に 述 べ た イ ェ ンゼ ンの例 の よ うに,山 の 方 向を 絶 対 的 な 方 位 と して

Kedang族 が と らえて い る と考 え て い る[BARNES l974:.,]た め,1,砂oが 向 こ う側

で あ る とは考 え も して い な い 。 と ころ が・Kedang族 は,南 北 の 方 位 の語 は もた な い

が,東 をtimur,西 をr�raqと い う東 西 の 方 向 の語 を も って お り,し か もそ の方 位 が

太 陽 お よ び季 節 風 の 方 向 と関 連 して と らえ られ て お り[BARNEs l974:79],海 側,

山 側 の 方位 を絶 対 的 な方 位 と して と らえ て い る とは思 わ れ ない 。 そ して,山 を と りま

いて村 々が あ る ことを 彼 らは 認 知 して いた と考 え られ る。 砂oの 例 と して,ま さ し

くL騏wajangの 山の 裏 側 に あた るP騏sawaを あ げて い る こ と も この ことを 裏 書 き

して い る。

 Kedang族 の 場合 は,セ ラム島 民 の 場 合 とは異 な った もので あ り,む しろTernate

の例 に近 い もの で あ る。Barnesは,側 方 の方 位 が 上方,下 方 とい う方 位 で あ り,そ

れ が 山 の斜 面 の 上下 に も転 用 さ れ る と い う こ とを 明 確 に把 握 しなか った こ とが彼 を迷

わせ た 原 因 で あ り,一 方,セ ラム 島 民 の よ う に海 側 ・山 側 とい う方 位 がKedang族 に

とって 絶 対 的方 位 で あ る と考 えた こ とに よ って,妙oと い う方 位 が 向 こ う側 で あ る と

い うこ とを気 付 かせ なか った もの で あ ろ う。Kedang族 の方 位 の認 識 は,こ の よ うな

方位 の認 識 の仕 方 で 今一 度,検 討 され る必 要 が あ る と思 わ れ る。

 さ て,Galela族 に お い て 陸 側 か ら人 は こ ない とい うこ とは,陸 に は,あ るい は 山
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や森には本来,人 が住んでお らず,そ のかなた,山 の向こう側には人が住んでいると

いう認識があること,そ しで山や森の中は精霊の住む世界であると考えていたか もし

れないことを示していると思われる。

7,お わ り に

 ハ ル マ ヘ ラ島か らス ラ島 に まで お よ ぶ範 囲 に お いて,海 側,陸(山)側,上 方,下 方

の4つ の 相 対 的 な方 位 が認 め られ た 。 そ して,ル ンバ タ島 のKedang族 に おい て も,

同様 の 方 位 が あ る と考 え られ る。 ま た セ ラム 島 の西 方 に あ るブ ル 島 に お いて も,「 上

方 へ 」 を 腕 ～,「上 方 か ら」 を ガ碗4,「 下 方 か ら」 をpaofohi,「 こ こに」 をdogn�,「 そ

こ に」 をdogn�,「 こ こか ら」 をfima,「 そ こか ら」 をfini,「 ～ か ら」を ガあ な ど とい う

例[J肌LESMA 1875】 は,同 様 の方 位 の認 識 が あ る こ とを 想像 させ る。

 海 側,陸(山)側 の 方 位 を もつ 人 々 は さち に広 く認 め られ る。 た と えば,フ ロー レス

島 のSikka族 で は,海 側 をlau(na),上 方(陸 側)をreta@の,海 に 向 か って右 側 を

le(na),左 側 をt�z� (na)と い い,同 じ くフ ロ ー レス 島 のLio族 で は,海 側 をde 1疼,

上 方(陸 側)をda gele,海 に 向か って 右 側 をda gale,左 側 をda gaz�と い う[CALON

I893:200-208]。 テ ィモー ル 島 のAtoni族 に お いて は,南(右)側 をne'u,北(左)側 を

α臥 東 をneonsaen,(太 陽 が の ぼ る),西 をneontes(太 陽 が 沈む)と い う方 位 が み られ

[CUNNINGHAM 1964:36],テ ィモ ー ル 島 の 南 西 に あ る ロ テ ィ(Roti)島 に お い て も

Foxに よ れ ば海 側,陸 側 の方 位 が あ る とい う[BARNEs 1974:80]。 また ロ ンボ ク 島 の

Sasak族 で は,北 をdaya,南 をlauq,東 '伽 π9,西 baratと い う方 位 が あ る[倉 田

1972:130]。

 この よ うに東 イ ン ドネ シアー 帯 に は広 く海 側 ・陸側 の方 位 を もつ 民 族 が 知 られ て お

り,さ らに倉 田の あ げ る イ ン ドネ シ ア各地[倉 田 1972:125-131],合 田 の あ げ る フ

ィ リピ ン各 地[合 田 1976:89-90]の 民族 も同様 の方 位 を も って い る。 また,こ の よ

うな方 位 の認 識 は太 平 洋 地 域 に もみ られ る よ うで あ る[TREGEAR 1969;MEGEE

l899]。

 ハ ル マ ヘ ラ島 の 民族 方 位 は,こ の よ う な広 が りの 中 で,相 互 に なん らか の 関 連 を も

った 方位 の認 識 の一 つ で あ る。 す な わ ち,海 と陸 の 対 比 に よ る方 位 の と り方 は,従 来

はANに お い て認 め られ て い た もの で あ る が, NANに 属す 北 部 ハ ル マ ヘ ラ語 族 に

ま で そ の範 囲 を 広 げ な け れば な らな い。 しか も,非 常 に複 雑 な構 造 の 方 位 を もち,そ

の 意 味 で は北 部 ハ ル マ ヘ ラ語族 の民 俗 方 位 は きわ め て 特異 な もので あ る。 そ して,そ
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れ は単 に北 部 ハ ル マ ヘ ラ諸 族 に限 らず,南 部 ハ ル マヘ ラ諸 族 の民 俗 方 位 も,ANの 中

で も特 殊 な 認 識 とい え る で あ ろ う。NAN, ANに か か わ らず,ハ ル マ ヘ ラ島 に は特殊

な 民俗 方 位 が 存 在 す る とい う こ とで あ る。 そ して,Galela族 で み た よ うに,こ の 方

位 の認 識 は海 と きわ め て 強 い相 関 関 係 を もつ もの で あ る。

 ど う して,こ の よ うな 方 位 の認 識 が ハ ル マ ヘ ラに み られ るの で あ ろ うか 。 特 に,こ

の 方 位 の認 識 は,ハ ル マ ヘ ラに お いて 発 達 した もの か,あ る い は,か つて は広 くみ ら

れ た もの の残 存 なの で あ ろ うか 。 この 問 い に答 え る こ とは難 しい が,し か し,民 族 移

動 の か な め に あ た る位 置 に あ る こ とと何 らか の 関 係 が あ る こ とで あ ろ う。 いず れ,こ

の 問 い に私 は答 えた い と考 え て い る。

 ハ ル マ ヘ ラの民 俗 方 位 に関 す る この研 究 は,そ の 民 俗方 位 の構 造 を 明 らか に し,方

位 の認 識 の仕 方 に い くつ か の 類 型 が あ り,そ れ らが 非 常 に特 殊 な もの で あ る こ とを示

した。 しか し,そ の過 程 で い ろい ろの 問題 点 を摘 出 して き た 。 そ の意 味 で は,こ の研

究 は新 た な 問 題 を提 出す る こ とに 意 味 が あ る のか も しれ な い。
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